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配
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し
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生
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大
豆
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使
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し
て
い
ま
す
。
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当番活動が大好きで、進んで
お手伝いをしてくれます。

楠元　陽向くん
（杉並台）　

平成18年５月14日生まれ

くすもと 　　ひ なた

元気いっぱいの笑顔でいろん
なお話を聞かせてくれます。

磯田　小春ちゃん
（新成）　

平成18年５月１日生まれ

いそ だ 　　 こ はる

作
者 やまさき　　か い と

山﨑　開登くん
（武４町内）

Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!Happy

 Birthda
y!

平成24年３月末現在　（　）内は前月比

●出生／  43 ●死亡／  17
●転入／384 ●転出／412

３７，９０１　（－ ２）
１８，６５４　（＋ ２）
１９，２４７　（－ ４）
１４，６０１　（＋６５）

編集後記

今月の

表紙

　今年度も引き続き広報を担当すること
になりました。担当になって４年目にな
りますが、また新たな目標も見つけまし
た。その目標に向けて、今年も頑張って
いきたいと思っています。
　今月号から広報紙のデザインを一部リ
ニューアルしました。より一層読みやす
く、手にとっていただけるような広報紙
づくりを目指していきます。取材などに
伺ったときには、ぜひご協力ください。
今年もよろしくお願いします！　（Ｉ）

５月５日のこどもの日
は、「こどもの人格を
重んじ、こどもの幸福
をはかるとともに母に
感謝する日」です。ま
た、５月の第２日曜日
は母の日です。５月は
親子ともに日頃の幸せ
を感じることができる
やさしい月のようです。

今月の主な話題

5月
武蔵ヶ丘第一保育園

国民健康保険税の税率が変わります………… 2
「児童手当・特例給付」が支給されます……… 5
後期高齢者医療の保険料率が決まりました… 7
犬の登録と狂犬病予防注射をしましょう…… 8
菊陽町の下水道の現状と企業会計方式………12

プールで遊んでいるところ

すくすく大きくな～れ

まちの
わだい
まちの
わだい

ラ
ン
ド
セ
ル
は
海
を
越
え
て

ラ
ン
ド
セ
ル
は
海
を
越
え
て

中
部
小
卒
業
生
ラ
ン
ド
セ
ル
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
寄
贈

　

今
春
卒
業
し
た
菊
陽
中
部
小
学
校
卒
業

生
の
有
志
が
３
月
30
日
、
自
分
の
使
っ
て

い
た
ラ
ン
ド
セ
ル
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

子
ど
も
た
ち
に
送
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
P
T
A
の
学
級
委
員
が
卒
業

生
に
呼
び
か
け
実
現
し
た
も
の
で
す
。
代

表
の
佐
藤
由
紀
子
さ
ん
は
「
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
で
は
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
机
代
わ
り
に

し
た
り
、
中
に
大
切
な
物
を
入
れ
た
り
も

し
て
、
丈
夫
な
か
ば
ん
は
と
て
も
役
に
立

つ
。
皆
さ
ん
に
は
、
今
の
幸
せ
を
知
っ
て
、

社
会
貢
献
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
村
田
奈
未
さ
ん（
緑
ヶ
丘
）は

「
自
分
が
使
っ
て
き
た
ラ
ン
ド
セ
ル
が
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
お
友
達
の
た
め
に
な

る
の
な
ら
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ド
セ
ル
の
中
に
は
未
使
用
の
鉛
筆

や
ノ
ー
ト
な
ど
も
入
れ
ら
れ
、
13
個
の
ラ

ン
ド
セ
ル
が
海
を
越
え
て
い
き
ま
し
た
。

▲「アフガニスタンのお友達の役に立ちますように」
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取扱金融機関
❶菊陽町指定金融機関
・肥後銀行本店と支店
・菊陽町役場派出所（会計課内）
❷菊陽町収納代理金融機関
（以下の本店と支店）
・熊本ファミリー銀行
・熊本信用金庫
・熊本第一信用金庫
・熊本県信用組合
・菊池地域農業協同組合
❸九州内（沖縄県除く）のゆう
ちょ銀行と郵便局

平
成
24
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
変
更
に
伴
い
、

そ
の
概
要
や
改
正
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

問 

税
務
課　

住
民
税
係　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
１

問 

健
康
・
保
険
課　

国
民
健
康
保
険
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

国保税

金
に
あ
た
る
国
民
健
康
保
険
基
金
を
取
り

崩
す
な
ど
し
て
何
と
か
対
応
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
医
療
費
な
ど
今
後
も
増
加

し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
増
加
す
る
医
療
費
を
賄
う
た
め
に
、

や
む
を
得
ず
国
保
税
の
税
率
を
改
正
し
、

不
足
分
の
一
部
に
充
て
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
、
今
後
も
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
こ
と

　

町
で
は
、
国
保
加
入
者
を
対
象
に
助
成

制
度
の
あ
る
総
合
健
診
な
ど
を
実
施
し
て

お
り
、
健
診
と
併
せ
て
受
診
者
に
健
康
づ

く
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
健
診
結
果
か
ら
特
定
保
健
指
導
も

行
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
き
く
よ
う
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
健
康

づ
く
り
の
支
援
や
健
康
教
室
な
ど
を
行
い
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
維
持
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
健
康
に
留
意
し
た
日
常
生

活
を
送
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

菊
陽
町
国
民
健
康
保
険
の
財
政
状
況

　

本
町
に
お
住
ま
い
の
人
は
、
職
場
の
健

康
保
険
あ
る
い
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
い
る
人
な
ど
を
除
い
て
、
菊

陽
町
国
民
健
康
保
険（
国
保
）に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
保
は
、
加
入

者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
国
民

健
康
保
険
税（
国
保
税
）を
出
し
合
い
、
お

互
い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　

国
保
は
、
加
入
者
に
納
め
て
い
た
だ
く

国
保
税
と
国
・
県
の
公
費
を
主
な
財
源
と

し
て
い
ま
す
。
医
療
費
が
増
え
続
け
、
保

険
給
付
費
の
支
払
い
が
で
き
な
く
な
る
と
、

不
足
す
る
分
は
原
則
と
し
て
、
全
額
を
加

入
者
に
保
険
税
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
独
立
採
算
で

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
急
速
な
高
齢
化
に
よ
る
医
療

を
必
要
と
す
る
人
の
増
加
、
ま
た
、
医
療

技
術
の
高
度
化
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
に

伴
い
、
保
険
給
付
費
は
膨
ら
み
、
国
保
会

計
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
町
で
は
で
き
る
限
り

加
入
者
の
負
担
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
貯

倒
産
・
解
雇
や
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
っ
て
離
職
し
た
人
で
、
次
の
内
容
に
該
当
す
る

人
は
、
申
請
を
す
る
と
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

問 

税
務
課　

住
民
税
係　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
１

問 

健
康
・
保
険
課　

国
民
健
康
保
険
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

国保税

き
続
き
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
会
社
の

健
康
保
険
組
合
な
ど
に
加
入
し
、
国
民

健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
終
了
し
ま
す
。

■
制
度
が
始
ま
る
前
の
失
業
者

　

平
成
21
年
３
月
30
日
以
前
に
離
職
し
た

人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

■
申
請
に
必
要
な
も
の

•
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

•
印
か
ん（
認
め
印
可
）

所
得
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

　

国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
は
前
年
の

所
得
を
も
と
に
計
算
さ
れ
ま
す
。
所
得
の

申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に
申
告

を
お
願
い
し
ま
す
。
税
額
の
軽
減
判
定
や

高
額
療
養
費
支
給
額
の
判
定
な
ど
が
行
え

ず
、
不
利
益
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※

平
成
23
年
中
の
収
入
が
遺
族
年
金
や
障

害
年
金
ま
た
は
雇
用
保
険
の
給
付
金
な

ど
の
非
課
税
所
得
だ
け
や
、
無
収
入
で

あ
っ
た
場
合
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。

■
対
象
者

　

65
歳
未
満
で
、
次
の
失
業
等
給
付
を
受

け
る
人
。

❶
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者

❷
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職
者

　

離
職
日
が
平
成
21
年
３
月
31
日
以
降
で
、

離
職
理
由
番
号
が
、
11･

12･

21･

22･

23･

31･

32･

33･

34
の
人
で
す
。

※

特
例
受
給
資
格
者
証
と
高
年
齢
受
給
資

格
者
証
の
人
は
、
今
回
の
軽
減
制
度
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
軽
減
額

　

前
年
の
所
得
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
が
、

軽
減
は
前
年
の
離
職
者
の
給
与
所
得
の
み

を
100
分
の
30
と
み
な
し
て
算
定
し
ま
す
。

■
軽
減
期
間

　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末
ま
で
の
期

間
で
す
。

※

雇
用
保
険
の
失
業
等
給
付
を
受
け
る
期

間
と
は
異
な
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

の
加
入
中
は
、
途
中
で
就
職
し
て
も
引

町
税
は
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

町
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

問 

税
務
課　

住
民
税
係
・
固
定
資
産
税
係
・
徴
収
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
１

町税
　

町
民
の
皆
さ
ん
に
納
付
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
町
税
は
、
毎
日
の
生
活
に
密
着
し

た
町
政
を
推
進
し
、
健
康
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
築
く
た
め
の
重
要
な
財
源

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
法
律
に
基

づ
く
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
納

期
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
税
収
の
確
保
と
納
税
の
公
平
性

を
維
持
す
る
た
め
、
再
三
に
わ
た
り
文
書

や
電
話
な
ど
に
よ
る
催
告
に
も
か
か
わ
ら

ず
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
資
産
や
収
入

の
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
差
し

押
さ
え
て
滞
納
町
税
に
充
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※

納
付
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
方
法
は
税
務
課

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【用語の説明】
●医療給付費分…国民健康保険に加入している皆さんが、
病気やけがをして病院などにかかった際の医療費の支払
いなどに使われます。
●後期高齢者支援金等分…75歳以上の人を対象とする後期
高齢者医療制度を支えるための財源に充てられます。
●介護納付金分（40歳～64歳の人のみ対象）…介護保険制度
を支えるための財源に充てられます。
・所得割額…世帯の国保加入者の所得に応じて課税します。
・均等割額…国保加入者数に応じて課税します。
・平等割額…一世帯当たりに応じて課税します。

平成24年度納税こよみ

このような状況を踏まえ、国民健康保険事業を健全かつ安定的に運営するため、やむを得ず平成24年度から
国民健康保険税の税率を改正することになりました。

※税額は、加入者数や所得金額などによって異なりますので、詳細は税務課にお問い合わせいただくか、町ホームページをご覧ください。

所得割額

医療給
付費分

Ｈ23年度
Ｈ24年度
増減

Ｈ23年度
Ｈ24年度
増減

Ｈ23年度
Ｈ24年度
増減

8.0％
8.0％
―　
2.0％
2.5％
＋0.5％
1.5％
2.0％
＋0.5％

24,000
28,000
＋4,000
6,000
8,000
＋2,000
10,000
10,000
―　

24,000
25,000
＋1,000
6,000
7,000
＋1,000
6,000
7,000
＋1,000

後期高齢者
支援金等分

介護納
付金分

均等割額（円）平等割額（円）

平成22年度　決算状況
歳入総額　30億6,948万円 歳出総額　30億6,488万円

保険税
22.5%

保険給付費 
66.7%

後期高齢者
支援金 11.3%

介護納付金 
5.0%

保健事業費
1.1%

その他
15.9%

国・県などからの公費 
60.4%

その他 14.5%

基金繰入金 2.6%

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月

軽自動車税

固定資産税

町・県民税

国民健康保険税

納期限

５月のみ

１期

5/31

１期

１期

7/2

２期

２期

7/31

２期

３期

8/31

３期

４期

10/1

３期

５期

10/31

４期

６期

11/30

４期

７期

12/25

８期

1/31

９期

2/28

税率の比較表
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町
や
関
係
機
関
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
支
援
制
度

問 

福
祉
課　

福
祉
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
３

福祉

地
域
生
活
支
援
事
業
サ
ー
ビ
ス

　

身
体
ま
た
は
知
的
、
精
神
に
一
定
以
上

の
障
が
い
が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

適
当
と
判
断
さ
れ
る
人
に
対
し
行
う
サ
ー

ビ
ス
給
付
事
業
で
す
。

○
移
動
支
援
事
業

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
町
外
の
学
校
へ
通

学
す
る
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
通
学
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
観
点
か
ら
、
保
護
者
な
ど

の
疾
病
ま
た
は
共
働
き
の
た
め
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
限
り
、

移
動
支
援
事
業
に
よ
る
対
応
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

○
日
中
一
時
支
援
事
業

○
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

○
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業

○
自
動
車
運
転
免
許
取
得
・
改
造
助
成
事
業

※

こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て

の
詳
細
は
、
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
、
創
作
的
活

動
な
ど
日
中
活
動
の
場
の
提
供
や
地
域
と

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

■
介
護
給
付

　

障
が
い
程
度
が
一
定
以
上
の
人
に
生
活

上
必
要
な
介
護
を
行
い
ま
す
。

○
居
宅
介
護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

○
生
活
介
護

○
短
期
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）な
ど

■
訓
練
等
給
付

　

身
体
的
ま
た
は
社
会
的
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
や
就
労
に
つ
な
が
る
支
援
を

行
い
ま
す
。

○
自
立
訓
練

○
就
労
移
行
支
援

○
就
労
継
続
支
援

○
共
同
生
活
援
助（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

障
害
児
通
所
支
援

○
児
童
発
達
支
援

○
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

○
保
育
所
等
訪
問
支
援

○
障
害
児
相
談
支
援

「
聴
覚
障
が
い
児
補
聴
器
購
入
助
成
金

交
付
要
綱
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら

な
い
軽
度
・
中
等
度
の
聴
覚
障
が
い
の
あ

る
難
聴
児
に
対
し
て
、
教
育
、
言
語
訓
練
、

生
活
の
促
進
を
目
的
に
、
補
聴
器
の
購
入

費
用
に
対
す
る
助
成
を
行
い
ま
す
。
詳
細

は
、
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
障
が

い
の
あ
る
人
の
地
域
生
活
支
援
を
図
り
ま

す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

き
く
よ
う
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
菊
陽
病
院
内
）　

☎（
２
３
２
）８
５
１
８

○
相
談
支
援
事
業

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者
か
ら

の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
や
、

権
利
擁
護
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
い
、

障
が
い
の
あ
る
人
が
自
立
し
た
日
常
生
活

や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

お
手
伝
い
し
ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

障
が
い
者
相
談
セ
ン
タ
ー（
福
祉
支
援

セ
ン
タ
ー
内
）　

☎（
２
２
７
）７
０
１
０

　

き
く
よ
う
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
菊
陽
病
院
内
）　

☎（
２
３
２
）８
５
１
８

身
体
・
知
的
障
が
い
者
相
談
員

　

身
体
・
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
の
相
談

に
応
じ
、
生
き
生
き
と
し
た
社
会
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、

身
体
・
知
的
障
が
い
者
相
談
員
を
設
置
し

ま
し
た
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

身
体
障
が
い
者
相
談
員（
荒
木
貞
子
さ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　

☎（
３
３
８
）６
４
１
０

　

知
的
障
が
い
者
相
談
員（
田
尻
貴
子
さ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）３
８
７
９

■開催日　５月20日（日）
■競技（開催場所）
・陸上競技（熊本県民総合運動公園陸上競技場（ＫＫＷＩＮＧ））
・卓球競技（熊本県身体障がい者福祉センター体育館）
・サウンドテーブルテニス競技（熊本県身体障がい者福祉センター）
・アーチェリー競技（熊本県民総合運動公園アーチェリー場）
・フライングディスク競技（熊本県民総合運動公園Ａ多目的グラウンド）
・ボウリング競技（マスターズボウル熊本）
・水泳競技（熊本市総合屋内プール（アクアドームくまもと））
■問い合わせ　菊池地域振興局　福祉課　☎0968（25）0689

第11回くまもと障がい者スポーツ大会

４
月
か
ら
、「
子
ど
も
手
当
」
が
「
児
童
手
当
・
特
例
給
付
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

「
児
童
手
当
・
特
例
給
付
」
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

「
児
童
手
当
・
特
例
給
付
」
が
支
給
さ
れ
ま
す

問 

福
祉
課　

子
育
て
支
援
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
３

福祉

　

た
だ
し
、
受
給
者
の
所
得
が
、
所
得
制

限
限
度
額
以
上
で
あ
っ
た
場
合
や
、
第
３

子
が
中
学
生
だ
っ
た
場
合
は
、
適
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

児
童
手
当
・
特
例
給
付

■
目
的

　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
は
、
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と

に
よ
り
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
次

代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
成
長

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
手
当
月
額

❶
所
得
制
限
限
度
額
未
満
の
場
合

　
（
児
童
手
当
）

・

３
歳
未
満　
　
　
　

１
５
，
０
０
０
円

・

３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前（
第
１・２
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

・

３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前（
第
３
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
，
０
０
０
円

・

中
学
生（
一
律
）　　

１
０
，
０
０
０
円

❷
所
得
制
限
限
度
額（
表
①
）を
超
え
る
場
合

（
特
例
給
付
）

・

中
学
生
ま
で　
　
　
　

５
，
０
０
０
円

■
第
３
子
の
算
定
方
法

　

受
給
者
が
養
育
し
て
い
る
児
童
で
18
歳

に
到
達
し
て
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
児
童
か
ら
数
え
て
３
番
目
の
児
童

が
、
第
３
子
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

６
月
に
「
現
況
届
」
が
行
わ
れ
ま
す

　

届
け
出
が
必
要
な
受
給
者
に
は
、
６
月

に
届
け
出
の
通
知
を
送
り
ま
す
の
で
、
期

限
内
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
・
特
例
給
付
は
、
原
則
15

日
以
内
の
手
続
き
が
必
要
で
す

　

認
定
請
求
・
額
改
定
認
定
請
求
・
額
改

定
届
な
ど
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
手
続
き

は
、
出
生
日
・
転
出
日（
予
定
日
）の
翌
日

か
ら
数
え
て
15
日
以
内
に
手
続
き
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
手
当
を
受
給
で
き

な
い
月
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

里
帰
り
出
産
な
ど
で
「
出
生
届
」
を
町

外
で
提
出
さ
れ
る
場
合
な
ど
は
、
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

■児童手当所得制限限度額表 （表①）

※所得制限限度額は、受給者の平成23年中の所得により
判断されます。

※平成24年２・３月分は、子ども手当となります。平成
24年４月分以降が、児童手当または特例給付となりま
す。

扶養親族
などの数 所得制限限度額 収入額の目安

■支給月 （表②）

支給日 支払対象の手当

０人

１人

２人

３人

４人

５人

６月８日

10月10日

平成25年２月８日

２・３・４・５月分

６・７・８・９月分

10・11・12・平成25年１月分

622万円

660万円

698万円

736万円

774万円

812万円

833万3千円

875万6千円

917万8千円

960万円

1,002万1千円

1,042万1千円

■応募方法　履歴書（写真付き）、保育士証（写し）を午前９時から午後５時までの間に福祉課保育所係へ提出してください。
なお、提出時に面接も行いますので、事前にご連絡の上お越しください。

募集人数 賃金日額職種 勤務時間 勤務日
常勤保育士
非常勤保育士（月16日以内）
非常勤保育士（延長保育）

６人程度
４人程度
１人程度

7,200円
7,200円
3,600円

8:30～17:15
8:30～17:15
15:00～19:00

月曜日～金曜日
月曜日～金曜日（月16日以内勤務）
月曜日～金曜日

町立保育所の臨時保育士を募集します
問 福祉課　保育所係　☎（232）4913

募集
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後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

問 

健
康
・
保
険
課　

国
民
健
康
保
険
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

保険料平成22・23年度

保険料の計算方法

※上限額が年額50万円から55万円に変更となりました。

平
成
24
・
25
年
度
の

保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

　

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
２
年
ご
と
に
保
険
料
率
の
見
直
し
を
行

い
、
次
の
と
お
り
に
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
も

保
険
料
軽
減
は
継
続
し
ま
す

　

❶
所
得
が
低
い
人
や
❷
被
用
者
保
険
加

入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
人
の
保
険
料
は
、

継
続
し
て
軽
減
さ
れ
ま
す
。

５
月
31
日
は「
世
界
禁
煙
デ
ー
」で
す

問 

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

健康
妊
婦
さ
ん
の
喫
煙

　

喫
煙
は
、
早
産
や
流
産
な
ど
の
異
常
出

産
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り
、
低
出
生

体
重
児
の
確
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

未
成
年
の
喫
煙

　

喫
煙
の
開
始
年
齢
が
早
い
ほ
ど
肺
が
ん

や
虚
血
性
疾
患
に
な
る
確
率
が
高
く
な
り

ま
す
。
20
歳
未
満
で
喫
煙
を
開
始
し
た
場

合
、
肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は
非
喫
煙
者

に
比
べ
て
５
・
５
倍
と
な
り
、
ニ
コ
チ
ン

へ
の
依
存
度
も
高
く
な
る
と
い
う
報
告
が

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

禁
煙
対
策
は
、
今
や
世
界
の
共
通
課
題

で
あ
り
、
２
０
０
３
年
に
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で

「
た
ば
こ
の
規
制
に
関
す
る
世
界
保
健
機

関
枠
組
条
約
」
が
採
択
さ
れ
、
社
会
的
に

分
煙
や
禁
煙
の
環
境
整
備
が
広
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
他
国
と
比
べ
、
ま

だ
ま
だ
喫
煙
率
が
高
く
、
喫
煙
者
本
人
の

健
康
ば
か
り
で
な
く
、
受
動
喫
煙
に
よ
る

周
囲
の
人
々
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

受
動
喫
煙
の
害

　

た
ば
こ
は
、
喫
煙
者
が
吸
い
込
む
「
主

流
煙
」
よ
り
も
、
た
ば
こ
の
先
端
か
ら
立

ち
上
が
る
「
副
流
煙
」
に
多
く
の
有
害
物

質
が
含
ま
れ
ま
す
。
タ
ー
ル
や
ニ
コ
チ
ン

は
約
３
倍
、
一
酸
化
炭
素
は
約
５
倍
も
濃

度
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
に
さ
ら
さ
れ
る
と
、

非
喫
煙
者
の
肺
が
ん
発
生
率
が
高
く
な
り
、

子
ど
も
な
ど
は
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
に

か
か
り
や
す
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

禁
煙
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　

自
分
の
意
志
で
始
め
た
喫
煙
で
も
、
依

存
性
の
あ
る
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

多
く
の
人
が
、
自
分
の
意
志
で
や
め
る
こ

と
が
な
か
な
か
難
し
く
な
る
よ
う
で
す
。

禁
煙
は
、「
達
成
」
と
「
続
け
る
」
と
い

う
難
所
を
乗
り
越
え
る
必
要
が
あ
り
、
禁

煙
し
た
く
て
も
で
き
な
い
人
へ
の
支
援
や

次
の
世
代
が
喫
煙
を
選
択
し
な
い
よ
う
な

教
育
や
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

平
成
24
年
度
の

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
支
払
方
法

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
特
別
徴

収（
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
）ま
た
は
普
通

徴
収（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
）で
お
支

払
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
保
険
料
の
支
払
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
23
年
度
の
最
後
の
支
払
方
法
が
次
の
人

❶
特
別
徴
収
だ
っ
た
人

　

４
月
か
ら
も
特
別
徴
収
で
保
険
料
を
お

支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

❷
普
通
徴
収
だ
っ
た
人

　

７
月
か
ら
普
通
徴
収
で
保
険
料
を
お
支

払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
23
年
７
月
１
日
以
降
に
75
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
た
人
は
、
平
成
24
年
度
途
中

か
ら
特
別
徴
収
に
な
り
ま
す
の
で
、
左
表

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収
を
口
座
振
替
へ

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
特
別
徴
収

で
お
支
払
い
の
人
、
ま
た
、
新
た
に
特
別

徴
収
で
支
払
う
予
定
の
人
は
、
申
し
出
に

よ
り
支
払
方
法
を
口
座
振
替
に
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

均等割額

所得割率

保険料額
（年額） ＝ 均等割額

47,900円 ＋

※被用者保険加入者とは、協会けんぽ、健保組合、共済組合などの被保険者のことです。

所得割額
（総所得金額等－33万円）×9.26％

47,000円

9.03％

平成24・25年度

均等割額

所得割率

47,900円

9.26％

※年金受給額が年間18万円未満の人などを除く。

❷被用者保険加
入者（※）に 扶養
されていた人の
軽減

※総所得金額の計算には、専従者控除、譲渡所得の特別控除は適用されません。

被用者保険加入者に扶養されていた人も、保険料が軽減
されます。
特別措置として、当分の間は保険料の均等割額が９割軽
減されます（所得割額はかかりません）。
対象者は、資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者
に扶養されていた人です。

❶
所
得
が
低
い
人
の
軽
減

保険料の均等割額（被保険者全員が等しく負担する保険料）の軽減

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額（※）が次の場合

基礎控除額（33万円）を超えない世帯で、被保険者全員が年金収入
80万円以下（その他各種所得がない場合）

基礎控除額（33万円）を超えない世帯

基礎控除額（33万円）＋24.5万円×世帯の被保険者数（被保険者で
ある世帯主を除く）を超えない世帯

基礎控除額（33万円）＋35万円×世帯の被保険者数を超えない世帯

保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減

被保険者の総所得金額が次の場合

基礎控除（33万円）＋58万円を超えない人

軽減
割合

９割

8.5割

５割

２割

軽減
割合

５割

75歳の誕生日 普通徴収の月 特別徴収の開始月

平成23年７月１日～
10月１日の間

平成23年10月2日～
12月１日の間

平成23年12月２日～
平成24年２月１日の間

平成24年２月２日～
３月31日の間

普通徴収は
ありません

平成24年
７･８･９月

平成24年４月から

平成24年６月から

平成24年８月から

平成24年10月から

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

問 

健
康
・
保
険
課　

保
健
予
防
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
２

予防
接種

■
費
用　

無
料

■
接
種
医
療
機
関　

 

　
「
菊
陽
町
予
防
接
種
だ
よ
り
」
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

※

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

■
持
参
す
る
も
の　

　

母
子
健
康
手
帳

■
予
診
票

　

指
定
医
療
機
関
ま
た
は
、
健
康
・
保
険

課
に
あ
り
ま
す

※

役
場
で
受
け
取
る
場
合
は
、
母
子
健
康

手
帳
と
印
か
ん
が
必
要
で
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
通
常
の
３
歳
、
４
歳

の
お
子
さ
ん
に
加
え
て
、
小
学
校
２
年

生
・
３
年
生
・
４
年
生
の
お
子
さ
ん
に
も
、

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。

　

保
護
者
の
人
は
、
母
子
健
康
手
帳
を
確

認
し
、
日
本
脳
炎
の
１
期
接
種
が
不
足
し

て
い
る
場
合
は
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
平
成
７
年
６
月
１
日
〜
平
成
19
年
４

月
１
日
生
ま
れ
」
で
、
１
期
・
２
期
の
接

種
が
終
わ
っ
て
い
な
い
お
子
さ
ん
は
、
20

歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
未
接
種
分
を
接
種

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

５
月
31
日（
木
）は
世
界
禁
煙
デ
ー
と
定
め
ら
れ
、
５
月
31
日（
木
）〜
６
月
６
日（
水
）

は
禁
煙
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
ば
こ
に
は
多
く
の
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
お
り
、
健
康
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

が
ん
や
循
環
器
病
な
ど
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
上
で｢

禁
煙｣

は
と
て
も
重
要
で
す
。

菊陽町健康増進計画（Ｈ24・
３策定）では、「たばこ」の
分野で、「未成年者の喫煙を
なくし、喫煙する人の割合
の減少」を具体的な目標と
して取り組んでいきます。

コ
ホ
ンコホ
ン
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使
わ
な
く
な
っ
た
特
定
家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
）の
対
象
機

器
は
、
法
律
で
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
機
器
の
正
し
い
処
分

問 

環
境
生
活
課　

ご
み
減
量
推
進
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
４

ごみ

　

小
売
店
へ
連
絡
で
き
な
い
、

ま
た
は
引
き
取
り
義
務
の
な

い
対
象
機
器
に
限
っ
て
は
、

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許
可
業
者
か
町
に

回
収
を
依
頼
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

町
に
回
収
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
粗
大

ご
み
の
収
集
日
に
回
収
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
消
費
者
は
、

❶
収
集
・
運
搬
す
る
た
め
の
料
金

　
（
町
が
回
収
す
る
場
合
は
、
粗
大
ご
み

シ
ー
ル
）

❷
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
の
料
金

　
（
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
料（
券
）を
郵
便
局

で
支
払
う
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
機
器

•
エ
ア
コ
ン

•
テ
レ
ビ

•
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫

•
洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機

　

こ
れ
ら
の
対
象
機
器
は
、
オ
ゾ
ン
層
の

破
壊
や
温
暖
化
を
引
き
起
こ
す
フ
ロ
ン
ガ

ス
や
有
害
な
鉛
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

不
用
品
回
収
業
者
に
渡
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

■
処
分
方
法　

廃
棄
す
る
対
象
機
器
を
引

き
取
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

そ
の
製
品
を
買
っ
た
小
売
店

か
、
同
じ
種
類
の
製
品
を
買
お
う
と
し
て

い
る
小
売
店
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
場
合
、
小
売
店
に
は
古
い
対
象
機

器
を
引
き
取
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
消
費

者
は
、

❶
収
集
・
運
搬
す
る
た
め
の
料
金　

❷
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
の
料
金

を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

登
録
と
予
防
注
射
は
、
町
の
委
託
獣
医
師
で
も
可
能
で
す
。

予
防
注
射
は
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
な
ど
で
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
ま
し
ょ
う

問 

環
境
生
活
課　

環
境
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
４

環境

　

ま
た
、
最
近
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
に
よ
り
、

外
国
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
動
物
が
輸
入
さ
れ

て
お
り
、
日
本
で
い
つ
発
生
し
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
一
番
感

染
し
や
す
い
犬
の
動
向
を
つ
か
み
、
発
生

を
抑
止
す
る
た
め
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

の
予
防
注
射
の
接
種
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
の
た
め
に

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を

　

狂
犬
病
は
、
人
を
含
め
た
哺
乳
類
全
て

に
感
染
し
、
人
が
感
染
す
る
と
ほ
ぼ
100
％

死
に
至
る
大
変
危
険
な
動
物
由
来
感
染
症

で
す
。

　

日
本
で
は
、
昭
和
32
年
か
ら
確
認
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
世
界
で
は
年
間
約
５
万

人
が
感
染
し
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

登
録
と
予
防
注
射
が
で
き
る

委
託
獣
医
師

　

休
診
日
な
ど
に
つ
い
て
は
、
直
接
動
物

病
院
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

左
記
以
外
の
動
物
病
院
で
予
防
注
射
を

受
け
た
と
き
は
、
町
へ
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。
動
物
病
院
か
ら
交
付
を
受
け
た
狂

犬
病
予
防
注
射
済
証
と
手
数
料
５
０
０
円

を
環
境
生
活
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

対
象
者
に
は

案
内
ハ
ガ
キ
を
送
り
ま
す

　

犬
を
飼
っ
て
い
な
い
の
に
町
か
ら
集
合

注
射
の
案
内
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
人
、
犬
を

飼
っ
て
い
る
の
に
案
内
ハ
ガ
キ
が
５
月
7

日（
月
）ま
で
に
届
か
な
い
人
な
ど
は
、
環

境
生
活
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
予
防
注
射
は
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
が

対
象
で
す
。

○
室
内
犬
も
登
録
と
予
防
注
射
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
犬
の
死
亡
、
飼
い
主
の
変
更
な
ど
の
場

合
は
、
環
境
生
活
課
で
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

○
犬
の
転
出
は
、
転
出
先
の
市
町
村
で
犬

の
住
所
変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

希
望
す
る
人
は
次
の
内
容
を
確
認
し
、
環
境
生
活
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

剪
定
樹
木
を
回
収
し
ま
す

問 

環
境
生
活
課　

ご
み
減
量
推
進
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
４

ごみ

■
利
用
料　

　

無
料（
ご
み
指
定
袋
に
入
れ
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
）　　
　

■
処
理
の
対
象
と
な
る
木

　

住
宅
敷
地
内
の
庭
木
、
生
垣
な
ど（
竹

は
５
本
ま
で
）

■
処
理
で
き
な
い
木
の
例

•
は
ぜ
、
漆
の
木
な
ど

　
（
皮
膚
病
の
原
因
と
な
る
木
）

•
も
ち
の
木
な
ど（
実
の
つ
い
た
木
）

•
木
の
根

•
く
ぎ
や
針
金
が
つ
い
た
木

•
建
築
廃
材

■
出
す
と
き
の
注
意
点

•
長
さ
２
㍍
、
直
径
12
㌢
を
超
え
な
い
こ
と
。

•
落
ち
葉
を
袋
に
詰
め
る
場
合
は
、
土
や

小
石
な
ど
を
混
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

•
広
が
っ
た
枝
は
、
枝
落
と
し
を
し
て
く

だ
さ
い
。

•
巡
回
日
の
受
付
時
間
前
に
、
実
施
場
所

に
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法（
予
約
制
）

　

実
施
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
環
境
生
活

課
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ご
家
庭
か
ら
季
節
的
に
一
時
多
量
に
発

生
す
る
剪
定
く
ず
は
、
資
源
の
再
生
利
用

を
図
る
た
め
に
、
町
内
の
拠
点
で
回
収
し

ま
す
。
回
収
の
た
め
の
樹
木
粉
砕
車
は
、

枝
や
木
く
ず
を
チ
ッ
プ
状
に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
チ
ッ
プ
は
、
草
が
生
え
に
く
い

よ
う
に
植
え
込
み
に
ま
く
な
ど
し
て
再
利

用
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
に
は
無

料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

■拠点回収の日程

■「犬の登録鑑札」・「狂犬病予防注射済票」交付業務委託獣医師一覧

※搬入時には、交通に十分ご注意ください。

実施日 受付時間 実施場所

9:00～11:00

13:30～16:00

9:00～11:00

13:30～16:00

新山白鈴公園

菊陽町役場車庫北側駐車場

菊陽町役場車庫北側駐車場

武蔵ヶ丘コミュニティセンター
駐車場

5/26
(土)

あーす動物病院
アニマル動物病院
荒木動物病院
大塚動物病院
木村獣医
さくら動物病院
光の森にしぐち動物病院
池田獣医科
大津動物クリニック
ハーベスト動物病院

原水1187‒8
武蔵ヶ丘北1‒10‒37
新山2‒2‒16
津久礼53‒3
原水2070‒4
津久礼2179‒2
光の森7‒25‒5
大津町室2118‒5
大津町室317‒1
大津町室213‒14

☎（233）0012
☎（337）4100
☎（292）3088
☎（232）7254
☎（232）2694
☎（340）2022
☎（232）8470
☎（293）2665
☎（293）5654
☎（292）0500

5/27
(日)

■料金
・登録鑑札交付手数料…3,000円（犬生涯１回）
・狂犬病予防集合注射…3,000円
　（原則として毎年４月～６月中に接種）
　〔集合注射会場での注射代……2,500円〕　 　　　　　　　　注射済票……500円

■犬の登録・狂犬病予防集合注射の日程
　案内ハガキをご持参ください。どの会場でも
受けられます。

電話番号所在地動物病院名

時間 会場
9:30～10:30
11:00～11:30
13:30～14:00
14:30～15:00
9:30～10:00
10:30～10:50

13:30～14:00

14:30～15:00
9:00～  9:30
10:00～10:30

11:00～11:30

13:30～14:30
15:00～15:30
9:00～  9:30
10:00～10:30
11:00～11:30

13:30～14:00

14:30～15:00
15:30～15:50

中央公民館
津久礼農協倉庫
馬場楠消防倉庫前
東部町民センター
花立公民館
向陽台公園

武蔵ヶ丘コミュニティ
センター

白鈴公民館
鉄砲小路公民館
沖野公民館

緑ヶ丘公園
（緑ヶ丘公民館西側）

三里木町民センター
東ヶ丘公民館
柳水公民館
古閑原公民館
中尾公民館

農協車輌センター
（原水駅南側）

井口農協倉庫
道明公民館

５／８
（火）

５／９
（水）

５／10
（木）

５／11
（金）

期日

方法１

方法2

ほとんどが
きちんと処分されず

、
環境汚染に

つながっています。

不正な不用品回収業者の落とし穴

どうして
不用品回収業者を
利用しちゃいけないの？

詳しくはこちら

環境省　いらなくなった家電 検索

「無料だと思って頼んだら、車に積んだ後で料金
を請求された」「見積もりの２倍以上の料金を請
求された」など、国民生活センターに多くの相
談が寄せられています。

せ
ん
て
い
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町
で
は
、
鼻
ぐ
り
井
手
公
園
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
、
昨
年
11
月
に
第
１
回
会
議
を

開
催
し
、
３
月
の
第
５
回
会
議
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
第
１
回
、
第
２
回
会
議

の
内
容
は
、す
で
に
「
広
報
き
く
よ
う
」
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。
こ
こ
で
は
、

第
３
回
か
ら
最
終
の
第
５
回
ま
で
に
出
た
意
見
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
３
回
か
ら
第
５
回
ま
で
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

協働

•
駐
車
場

公
園
利
用
者
や
鼻
ぐ
り
井
手
見
学
者
の

た
め
の
駐
車
場

※

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
際
の
臨
時
駐
車
場
と

し
て
の
ス
ペ
ー
ス
も
確
保

•
そ
の
他　

あ
ず
ま
や
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
・
自
動
販

売
機
な
ど
を
設
置

■
今
後
の
取
り
組
み

　

今
後
は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
施
設

の
管
理
方
法
や
施
設
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
予
定
で
す
。

■
整
備
予
定
地

　

委
員
会
で
、
鼻
ぐ
り
井
手
公
園
南
側（
左

図
参
照
）を
整
備
予
定
地
と
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

■
整
備
内
容

•
広
場

イ
ベ
ン
ト
や
運
動
な
ど
が
行
え
る
。
地

域
住
民
交
流
や
憩
い
の
場
と
し
て
活
用

•
建
物

管
理
施
設
と
併
せ
て
、
白
水
地
区
の
地

域
活
性
化
の
拠
点
と
な
る
施
設
を
建
設
。

ま
た
、
ト
イ
レ
も
併
設
予
定

予定地

県
道
曲
手
原
水
線

県
道
曲
手
原
水
線

県
道
曲
手
原
水
線

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

南
部
町
民
セ
ン
タ
ー

菊陽南
小学校
菊陽南
小学校
菊陽南
小学校

生
涯
学
習
課
が
中
央
公
民
館
内
に
移
転
し
ま
し
た

問 

生
涯
学
習
課　

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

移転
　

生
涯
学
習
課
が
、
役
場
２
階
か
ら
中
央

公
民
館
へ
移
転
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
移
転
に
伴
い
、
菊
陽
町
体

育
協
会
事
務
局
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
き
く

よ
う
事
務
局
も
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

■
移
転
場
所

〒
８
６
９－

１
１
０
３

菊
陽
町
大
字
久
保
田
２
５
９
８

菊
陽
町
中
央
公
民
館
１
階

電　

話
：（
２
３
２
）４
９
１
７

※

従
来
と
変
更
な
し

Ｆ
Ａ
Ｘ
：（
２
３
２
）２
１
５
６

※

中
央
公
民
館
と
共
用

▲会議風景

町
が
設
置
し
て
い
る
地
域
公
共
交
通
会
議
で
は
、
町
内
巡
回
バ
ス
の
見
直
し
を
中
心

に
、
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

地
域
公
共
交
通
会
議
を
開
催
し
ま
し
た

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

公共
交通

す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
く

上
で
の
課
題
を
把
握
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

高
齢
者
や
町
民
の
皆
さ
ん
が
公
共
交
通
で

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る
よ
う
、
公

共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
一
体
的
な
見
直
し
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

見
直
し
の
経
過
や
概
要
な
ど
は
、
随
時
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
広
報
き
く
よ
う
」

で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
で
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
公

共
交
通
は
、
鉄
道
・
路
線
バ
ス
・
タ
ク

シ
ー
・
町
内
巡
回
バ
ス
の
４
種
類
が
あ
り

ま
す
。
地
域
公
共
交
通
会
議
で
は
、
こ
れ

ら
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
が
よ
り
一
層
向

上
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
本
年
度
か
ら

町
内
巡
回
バ
ス
の
見
直
し
を
中
心
に
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

町
内
巡
回
バ
ス
は
、
平
成
14
年
に
運
行

を
開
始
し
、
平
成
19
年
に
ダ
イ
ヤ
改
正
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
町
で
は
新
し
い

住
宅
地
や
道
路
の
建
設
が
進
み
、
町
の
姿

は
日
々
変
わ
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
１
月
中
旬
に
全
戸
配
布
し
て
町
民

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

こ
れ
か
ら
行
う
検
討
の
土
台
と
な
る
も
の

で
す
。
貴
重
な
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
開
催
し
た
会
議
で
は
、
皆
さ
ん
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
皆
さ
ん
が
ど
こ

で
買
い
物
を
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
病
院

に
通
院
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
生
活
実

態
を
分
析
し
、
現
在
提
供
し
て
い
る
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
を
そ
れ
と
合
わ
せ
て
分
析

▲町内巡回バス。前面の旗（赤茶色）が目印です

光
の
森
複
合
施
設
の
基
本
設
計
に
関
す
る
報
告

問 

総
合
政
策
課　

総
合
政
策
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

複合
施設

り
や
面
積
な
ど
を
勘
案
し
、
設
計
会
社
と

の
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
施
設
に
必
要
な

機
能
を
ま
と
め
、
全
体
像
を
作
り
上
げ
て

い
き
ま
し
た
。

　

４
月
４
日
に
は
井
田
委
員
長（
県
立
大

教
授
）と
西
田
副
委
員
長（
区
長
会
代
表
）

が
町
を
訪
れ
、
検
討
委
員
会
が
ま
と
め
た

報
告
書
を
町
長
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
基
本
設
計
に
基
づ
き
実
施
設

計
を
作
成
し
、
平
成
25
年
度
中
の
着
工
、

平
成
26
年
度
中
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、

業
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
施
設

の
運
用
面
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
、
地

域
や
住
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
施
設

と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
第
１
回
会
議
を
開
催
し
、

約
半
年
に
わ
た
り
開
催
し
て
き
た
検
討
委

員
会
も
、
３
月
27
日
の
第
７
回
会
議
で
最

終
回
を
迎
え
ま
し
た
。
地
域
ま
た
は
各
団

体
の
代
表
者
13
人
で
構
成
さ
れ
た
検
討
委

員
会
は
、
毎
月
会
議
を
行
い
、
複
合
施
設

の
基
本
設
計
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ

い
て
意
見
が
出
さ
れ
、
特
に
地
域
交
流
と

子
育
て
支
援
は
、
施
設
の
大
き
な
柱
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す
る
た
め
県
外
施

設
を
見
学
し
、
玄
関
か
ら
各
諸
室
ま
で
の

動
線
や
採
光
の
方
法
、
駐
車
場
の
広
さ
な

ど
を
参
考
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
間
取

▲井田委員長から町長に報告書が渡される

▲模型を囲んで活発に議論する委員

 菊陽町中央公民館１階

生涯学習課

町体育協会および
スポーツクラブ
きくよう事務局ロビー

正面玄関

中央公民館
事務室

中部小 役場

〒

中央公民館町
民
体
育
館

菊陽中

ト
イ
レ

鼻ぐり井手公園鼻ぐり井手公園
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菊
陽
町
の
下
水
道
事
業
で
は
、
４
月
か
ら
企
業
会
計
方
式
に
移
行
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
町
の
下
水
道
の
現
状
と
企
業
会
計
方
式
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

菊
陽
町
の
下
水
道
の
現
状
と
企
業
会
計
方
式

問 

下
水
道
課　

業
務
係　

☎（
２
３
２
）２
１
６
４

下水道

る
料
金
収
入
で
は
、
全
て
の
汚
水
処
理
費

用
が
賄
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
不

足
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
か

ら
の
基
準
外
繰
入
金
が
充
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

下
水
道
事
業
の
現
状

　

町
の
下
水
道
事
業
は
、
昭
和
58
年
か
ら

熊
本
北
部
流
域
関
連
公
共
下
水
道
と
し
て

下
水
道
施
設
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
処
理
区
域
内
の
汚
水
処
理
人
口
普
及

率
は
、
平
成
22
年
度
末
で
97
・
１
％
、
水

洗
化
率（
接
続
率
）は
93
・
８
％
で
す
。
ま

た
、
雨
水
処
理
に
つ
い
て
、
雨
水
処
理
区

域
内
の
整
備
率
は
61
・
３
％
で
す
。

　

今
後
も
環
境
保
全
、
公
衆
衛
生
の
向
上

な
ど
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
、
汚
水
や
雨
水
処
理
施
設
の
整
備
拡

充
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
の
経
営
面
で
は
、
汚
水
処

理
事
業
に
係
る
経
営
の
柱
は
、
使
用
者
の

皆
さ
ん
が
支
払
わ
れ
る
下
水
道
使
用
料
で

す
。
汚
水
処
理
費
用（
維
持
管
理
費
＋
企

業
債
元
利
償
還
費
）は
、
下
水
道
の
公
共

性
を
考
慮
し
て
、
一
部
に
つ
い
て
一
般
会

計
繰
入
金
の
充
当（
税
の
投
入
）が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
汚
水
処
理
費
の
大
半
は

受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
き
、
使
用
料

収
入
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

し
か
し
、
現
在
の
使
用
料
金
体
系
に
よ

方
式
に
基
づ
い
た
適
正
な
使
用
料
金
体
系

の
構
築
に
関
し
て
、
使
用
者
の
皆
さ
ん
に

理
解
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
結
果
と
し
て
、

下
水
道
事
業
に
対
す
る
一
般
会
計
か
ら
の

基
準
外
繰
入
金
の
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
雨
水
処
理
施
設
の
維
持
費
用
は
、

下
水
道
使
用
料
金
の
対
象
原
価
に
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。

　

町
民
の
生
活
が
あ
る
限
り
、
下
水
道
事

業
は
永
遠
に
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。※

４
企
業
会
計
方
式
は
、
事
業
の

維
持
費
用
を
使
用
料
と
い
う
売
上
で
賄
い
、

ま
た
設
置
費
用
を
使
用
料
に
付
加
し
て
長

期
に
渡
っ
て
回
収
し
、
事
業
継
続
の
た
め

の
再
投
資
へ
回
し
て
い
く
と
い
う
「
企
業

の
形
態
」
を
と
っ
て
い
く
も
の
で
す
。
町

の
下
水
道
事
業
は
、「
見
え
な
い
下
水
道
」

か
ら
「
見
え
る
下
水
道
」
へ
と
施
策
の
転

換
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す

　

下
水
道
の
建
設
に
は
多
額
の
費
用
が
必

要
で
す
が
、
そ
の
う
ち
の
約
半
分
は
企
業

債（
長
期
借
入
金
）に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
で
き
る
だ
け
早

い
段
階
で
下
水
道
へ
の
接
続
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
投
下
資
本
の
回
収
率
が
良

く
な
り
、
下
水
道
の
効
率
的
な
経
営
が
図

ら
れ
、
借
入
金
返
済
に
か
か
る
町
の
財
政

負
担
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
高
齢
者
世
帯
の
増
加
や
経
済

的
な
理
由
な
ど
で
、
下
水
道
へ
の
接
続
が

な
か
な
か
容
易
で
は
な
い
状
況
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
町
で
は
、
高
齢
者
世
帯
や
低

所
得
者
向
け
の
く
み
取
り
便
所
お
よ
び
単

独
し
尿
浄
化
槽
の
改
造
工
事
に
係
る
補
助

制
度（
水
洗
便
所
普
及
促
進
事
業
費
補
助

金
）な
ど
も
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
接
続

を
計
画
し
、
制
度
の
活
用
を
検
討
し
た
い

人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
官
庁
会
計
方
式
か
ら
企
業

会
計
方
式
へ
移
行
し
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
、
公
共
下
水
道
事
業
は
、
歳

出
の
抑
制
に
重
点
を
置
い
た
官
庁
会
計
方

式（
単
式
簿
記
）で
経
営
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
官
庁
会
計
方
式
は
現
金
収
支
の
把
握

と
い
う
面
か
ら
は
優
れ
た
仕
組
み
で
す
が
、

下
水
道
の
資
産
や
負
債
と
い
っ
た
現
金
以

外
の
資
産
情
報
や
維
持
管
理
費
用
の
情
報

な
ど
、
経
営
の
実
態
を
明
確
な
形
で
町
民

の
皆
さ
ん
に
公
表
す
る
こ
と
な
ど
が
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
は
、
公
共
下
水
道
事
業
と
農
業
集

落
排
水
事
業
を
一
つ
の
経
営
体
と
し
、
会

計
方
式
を
経
営
管
理
に
適
し
た
企
業
会
計

方
式（
複
式
簿
記
）で
経
理
処
理
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
企
業
経
営
の

実
態
を
、
損
益
計
算
書
や
貸
借
対
照
表
な

ど
の
財
務
諸
表
を
通
し
て
町
民
の
皆
さ
ん

に
分
か
り
や
す
く
公
表
し
、※

３
総
括
原
価

汚
水
処
理
に
か
か
る
費
用
の
内
訳

　

左
の
図
は
、
汚
水
処
理
原
価
に
か
か
る

費
用
の
内
訳
と
財
源
の
構
成
を
示
し
た
も

の
で
す
。

　

町
で
は
、
平
成
22
年
度
決
算
時
で
１
㎥

当
た
り
汚
水
処
理
原
価
は
１
４
０
円
と
、

※

１
類
似
団
体
と
比
較
し
て
も
少
な
い
単

価
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、※

２
流
域

下
水
道
事
業
と
し
て
、
複
数
の
自
治
体
に

よ
っ
て
処
理
場
を
運
営
し
て
い
る
こ
と
で

維
持
管
理
費
の
単
価
が
抑
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。
ま
た
、
使
用
料
単
価
で
は
、

全
国
の
平
均
か
ら
見
て
も
少
な
い
使
用
料

金
の
設
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▲熊本北部浄化センター水処理施設
菊陽町内から排出される汚水の最終
処理場

▲白水浄化センター（農業集落排水事業）
処理対象人口：1,030人
受益戸数：217戸

▲汚水の水質検査
企業などの特定事業場から排出され
る汚水の水質検査

汚水処理原価と使用料単価（汚水１㎥当たり）

下水道接続人口の推移

町の下水道処理

雨水処理の仕組み
　公共下水道は、家庭やオフィス・学校
などから排出された汚水処理と、道路に
降った雨水などによる浸水を防止するた
め、雨水を集めて河川に放流する役目が
あります。
　雨水の処理は、汚水の管とは別に雨水
管を通して、道路に設けられた桝から雨
水処理施設に運ばれます。

　

　
　雨水調整池は集中豪雨などによる洪水
を防ぐ役割を持っており、下水道課が所
管し管理する調整池は町内に７カ所あり
ます。

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

63 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 年

下水道接続人口　　　処理区域内人口

元

汚水処理原価
180.7円／m３

115.8115.8起債元利
償還費

維持管理費

一般会計
繰入金

下水道
使用料

64.9

46.2

134.5

汚水処理原価
140.0円／m３

67.767.7

72.3

26.1

113.9

全国平均（H21年度） 菊陽町（H22年度）
▲石坂調整池（都市部の雨水処理施設）

※１ 類似団体
汚水処理区内人口規模が１万人から５万人で、
下水道の供用が開始されて15年以上が経過し
た都市。

※２ 流域下水道事業
熊本市北部に隣接する市町（熊本市・合志市・
菊陽町）により個々に整備された公共下水道の
汚水のみを収集し、一括処理する事業であり、
施設の設置と管理は熊本県が行います。

※３ 総括原価方式
総括原価主義といい、下水道施設の償却費、維持管理費、
支払利息その他の費用のほか、適正な利潤と施設の建設の
ために発行された企業債の償還額を含めたものを下水道使
用料の対象経費として、適正な原価を定めるものです。

※４ 企業会計方式
会計処理を、現金収支の有無にかかわらず取引の発生の事
実に基づいて記録整理する会計方式を採用し、複式記帳の
法則により整理した結果を、損益計算書や貸借対照表など
の財務諸表により財政状態や企業の経営情報を町民の皆さ
んに分かりやすく提供することができるものです。

用語解説

人

ます

▲雨水管渠敷設工
　事状況

▲

汚水マンホール
　と雨水集水桝
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教
育
長
に
赤
峰
洋
次
氏
が
就
任

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

生
垣
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

問 

都
市
計
画
課　

都
市
計
画
係　

☎（
２
３
２
）４
９
２
７

都市
計画

•
植
栽
方
法
は
、
１
㍍
当
た
り
２
本
以
上

で
あ
る
こ
と
。

•
生
垣
は
５
年
以
上
活
用
す
る
こ
と
。

■
補
助
金
の
額

　

町
が
定
め
た
算
定
基
準
と
設
置
に
要
し

た
費
用（
苗
木
代
と
工
事
費
）を
比
較
し
て
、

安
価
な
方
を
補
助
対
象
額
と
し
ま
す（
自

ら
設
置
し
た
場
合
は
、
苗
木
代
を
比
較
し

補
助
対
象
額
を
決
定
し
ま
す
）。

■
補
助
率　

　

補
助
対
象
額
の
３
分
の
１
以
内

　
（
１
０
０
円
未
満
の
端
数
は
切
り
捨
て
）

■
限
度
額

　

５
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

※

予
算
枠
に
達
し
た
場
合
は
補
助
を
終
了

し
ま
す
。

■
補
助
対
象

　

生
垣
は
、
町
内
の
住
宅
用
地
ま
た
は
事

業
所
用
地
に
新
し
く
設
置
す
る
も
の
に
限

り
ま
す
。

■
設
置
方
法

•
公
衆
用
道
路
に
面
し
た
部
分
に
、
総
延

長
５
㍍
以
上
で
植
栽
す
る
こ
と（
公
衆

用
道
路
に
面
し
た
部
分
に
駐
車
場
を
設

置
し
た
時
は
、
そ
の
対
向
地
に
植
栽
す

る
生
垣
が
外
部
か
ら
眺
望
で
き
る
こ

と
）。

•
生
垣
の
高
さ
は
、
外
部
か
ら
眺
望
で
き

る
部
分
の
高
さ
が
70
㌢
以
上
で
あ
る
こ

と
。

•
生
垣
の
外
側
に
造
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
高
さ
は
70
㌢
未
満
で
あ
る
こ
と
。

法
定
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

問 

町
民
課　

年
金
係　

☎（
２
３
２
）４
９
１
４

国民
年金

て
い
る
人
、
障
害
厚
生（
共
済
）年
金
を
受

け
て
い
る
人
で
、
障
害
等
級
が
１
級
ま
た

は
２
級
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て

い
る
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

法
定
免
除
は
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
で
は
、
障
害
年
金
を
受
給
す

る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
保
険
料
の
納
付
に
つ
い

て
は
法
律
に
よ
っ
て
免
除
さ
れ
る
「
法
定

免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

「
菊
陽
う
ま
か
ロ
ー
ド
」で
特
産
に
ん
じ
ん
と
馬
肉
を
味
わ
お
う

問 

菊
陽
町
商
工
会　

☎（
２
３
２
）２
７
５
７

商工
振興

マ
ッ
プ
は
、
４
月
末
か
ら
公
共
施
設
な
ど

に
配
布
予
定
で
す
。

　

詳
細
は
、
菊
陽
町
商
工
会
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　

町
商
工
会
が
県
と
町
の
補
助
を
受
け
実

施
し
て
き
た
「
地
域
商
工
業
夢
づ
く
り
応

援
事
業
」
で
は
、
町
特
産
の
に
ん
じ
ん
と

馬
肉
を
使
用
し
た
料
理
や
お
菓
子
が
開
発

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
参
加
し
た
12
店
舗
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
料
理
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、

う
ち
３
店
舗
で
は
、
１
月
19
日
に
開
催
し

た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受

賞
し
た
「
揚
げ
な
〜
い
！
馬
か
〜
に
ん
じ

ん
コ
ロ
ッ
ケ
」
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
各
店
舗
が
記
載
さ
れ
た
情
報
満
載
の

と
い
た
し
ま
し
た
。「
菊
陽
」
と
い
う
名

の
由
来
は
、
菊
池
郡
市
の
南
方
に
位
置
し
、

陽
光
さ
ん
と
し
て
輝
き
、
前
途
の
希
望
は

洋
々
た
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
意
味
を
持

ち
、
永
遠
の
発
展
を
祈
念
す
る
と
い
う
考

え
か
ら
選
考
さ
れ
た
と
菊
陽
町
史
に
記
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
意
を
受
け
て
の
理
念
と

し
ま
し
た
。

　

町
民
の
熱
意
と
関
係
者
の
努
力
と
支
え

の
中
で
、
学
校
・
社
会（
生
涯
学
習
）教
育

の
振
興
・
伝
統
・
文
化
の
振
興
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
と
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分

に
で
き
る
最
善
を
尽
く
し
て
、
任
務
に
当

た
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
に
町
長
か
ら
教
育
委
員
を
、

教
育
委
員
長
か
ら
教
育
長
の
任
命
の
辞
令

を
受
け
、
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
を
振
り
返

り
、
２
期
目
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
た
も

の
で
し
た
。

　

人
口
増
で
活
気
の
あ
る
町
な
ら
、
活
気

の
あ
る
学
校
で
あ
り
た
い
し
、
明
る
く
住

み
よ
い
町
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
第
５
期
菊
陽
町
総
合
計
画
に

お
け
る
菊
陽
町
の
将
来
像
「
人　

緑　

未

来
輝
く
生
活
都
市　

き
く
よ
う
」
を
受
け
、

菊
陽
町
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。
今
後
10
年
間
の
菊
陽
町
教
育

行
政
の
方
向
を
示
す
も
の
で
す
。
教
育
委

員
会
「
教
育
の
理
念
」
を
、『
前
途
洋
々

と
陽
光
「
さ
ん
」
と
輝
く
人
材
を
育
む
』

東
日
本
大
震
災
の

　

被
災
自
治
体
へ
の
人
的
支
援
報
告

村本　裕希　主事
環境生活所属

　

今
回
の
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

宮
城
県
東
松
島
市
。
被
災
地
の
状
況
は
、

想
像
を
絶
す
る
も
の
で
し
た
。

　

私
が
参
加
し
た
チ
ー
ム
熊
本
第
23
陣
は

県
と
市
町
村
職
員
20
人
。
被
災
自
治
体
の

支
援
を
目
的
と
し
て
、
福
岡
県
か
ら
の
派

遣
職
員
も
合
わ
せ
て
約
40
人
が
同
時
期
に

派
遣
さ
れ
て
お
り
、
罹
災
・
被
災
証
明
書

の
発
行
、
義
援
金
申
請
受
付
な
ど
、
被
災

さ
れ
た
人
が
通
常
の
生
活
に
戻
る
た
め
に

必
要
な
業
務
を
行
い
ま
し
た
。
私
が
訪
れ

た
時
は
被
災
か
ら
約
半
年
が
た
ち
、
避
難

所
が
全
て
閉
鎖
さ
れ
る
な
ど
、
東
松
島
市

は
よ
う
や
く
復
興
へ
一
歩
踏
み
出
し
た
よ

う
な
状
態
で
し
た
。

　

業
務
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

保
育
園
の
園
長
先
生
が
窓
口
に
来
ら
れ
た

時
の
こ
と
で
す
。「
遠
く
か
ら
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
頭
を
下
げ
ら

れ
、「
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
徐
々
に
震
災

前
の
生
活
に
戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
も
段
々
と
明
る
く
な
っ
て
き
ま
し

た
」
と
に
っ
こ
り
と
笑
い
な
が
ら
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
自
身
も
被

災
さ
れ
、
大
変
な
中
で
そ
の
よ
う
な
心
遣

い
を
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
頭
の
下
が

る
思
い
で
し
た
。

　

ま
た
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
地
域
と

そ
れ
に
対
応
す
る
東
松
島
市
の
姿
を
見
て
、

防
災
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
非
常
時
に
は
行
政
が
復
興
の

中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
か
ら
、
素
早

く
行
政
機
能
が
回
復
で
き
る
よ
う
に
備
え

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
い

ま
し
た
。
菊
陽
町
で
起
こ
り
う
る
災
害
の

種
類
は
違
い
ま
す
が
、
一
人
一
人
普
段
か

ら
の
心
構
え
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
も
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

が
、
と
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

９月２日から13日まで
の12日間、東松島市で
罹災・被災証明書の発行
や義援金の受付業務など
に携わる

東日本大震災の被災地へ
支援を行うため、熊本県
と市町村は合同で宮城県
東松島市に人的支援を
行っています。これまで
９人が被災地の支援活動
に従事しました。

昭和15年生まれ（68歳）　古閑原在住

昭和37年熊本県教育委員会奉職
八代教育事務所長、菊之池小・大津中・
大津北中学校校長、菊池郡市学校長会会
長、熊本県中学校長会副会長などを歴任
平成12年３月　定年退職
平成13年４月　財団法人熊本県学校給食

会理事長就任（平成20年
退職）

平成20年４月　町長から教育委員の任命
・教育委員会会議で教育
長に任命

略歴

う
ま

春
作
栽
培
終
了
後
は
ハ
ウ
ス
の
閉
め
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い

問 

菊
池
農
業
普
及
・
振
興
課　

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
２
０
５

農業

た
は
株
元
を
切
断
す
る

❸
ハ
ウ
ス
内
の
除
草（
除
草
剤
散
布
）

❹
植
物
が
枯
れ
て
か
ら
晴
天
日
に
１
週
間

以
上
密
閉
す
る

❺
資
材（
マ
ル
チ
や
支
柱
）の
片
付
け

❻
ト
ラ
ク
タ
ー
で
す
き
こ
む

※

ど
う
し
て
も
蒸
し
込
み
が
で
き
な
い
場

合
は
、
片
付
け
前
の
除
草
と
殺
虫
剤
の

散
布
で
後
作
へ
の
影
響
を
軽
減
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　

ウ
リ
類
の
退
緑
黄
化
病
、
黄
化
え
そ
病

の
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス

保
毒
虫
は
、
春
作
が
終
わ
る
５
月
か
ら
急

増
し
ま
す
。
春
作
の
栽
培
終
了
後
に
は
必

ず
ハ
ウ
ス
の
閉
め
込
み
を
行
い
、
野
外
へ

ウ
イ
ル
ス
保
毒
虫
が
飛
散
し
な
い
よ
う
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

■
閉
め
込
み
の
手
順

❶
高
温
に
弱
い
機
械
を
保
護
す
る

❷
収
穫
を
終
了
し
た
株
を
抜
き
取
る
、
ま

▲このフラッグを目印に
　お越しください



候補者別投票数（届出順）

わ
が
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問 

総
合
政
策
課　

行
財
政
改
革
推
進
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
２

協働わ
が
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
と
は
、
住
民
自
身
が
地
域
を
見
つ
め
直
し
て
連
携
し
、

地
域
の
活
性
化
や
親
睦
・
交
流
を
図
る
新
た
な
取
り
組
み
に
、
補
助
金
を
交
付
し
支

援
す
る
も
の
で
す
。

　

今
日
の
地
域
社
会
は
、
都
市
化
の
進
展
、

核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
大

き
く
変
容
し
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
や

協
力
・
助
け
合
い
の
気
持
ち
が
薄
れ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
わ
が
ま
ち
づ
く
り

支
援
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
地
域
の
た

め
に
何
か
や
り
た
い
と
い
う
思
い
を
形
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

補
助
金
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
手
続
き
な
ど
の
詳
細
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
総
合

政
策
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
補
助
対
象
団
体　

　

区
ま
た
は
自
治
会（
複
数
に
よ
る
合
同

も
可
）、
町
内
で
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と

し
て
活
動
を
行
う
10
人
以
上
の
団
体

（
例
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
老
人
会
・
子
ど
も

会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
）

■
補
助
対
象
事
業　

•
地
域
の
自
然
お
よ
び
環
境
な
ど
の
保
全

に
関
す
る
事
業

•
地
域
文
化
の
継
承
お
よ
び
歴
史
的
遺
産

の
保
護
に
関
す
る
事
業

❻
住
民
手
づ
く
り
に
よ
る
公
園
・
広
場
づ

く
り（
リ
メ
イ
ク
）、
地
域
案
内
看
板
づ

く
り
、
祭
り
、
講
演
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
朝
市
な
ど
の
実
施 

❼
ま
ち
あ
る
き（
地
域
の
魅
力
再
発
見
ウ

オ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
） 

❽
ギ
ネ
ス
、
日
本
一
へ
の
記
録
挑
戦
な
ど

■
補
助
金
額　

　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
の
額

で
、
限
度
額
は
30
万
円
。

　

補
助
対
象
経
費
は
、
材
料
費
、
賃
借
料
、

印
刷
費
、
消
耗
品
費
な
ど
。

■
申
請
期
限　

　

６
月
29
日（
金
）

※

複
数
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
予
算

の
範
囲
内
で
交
付
し
ま
す
。

•
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
、
福
祉
支
援

な
ど
に
関
す
る
事
業

•
地
域
住
民
の
融
和
・
交
流
を
深
め
る
た

め
の
事
業　

な
ど

※

た
だ
し
、
備
品
購
入
や
研
修
だ
け
の
事

業
、
以
前
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
る
慣
例

の
行
事
や
他（
国
・
県
・
町
な
ど
）の
補

助
事
業
に
該
当
し
て
い
る
事
業
な
ど
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
対
象
例

❶
世
代
間
交
流
事
業（
昔
の
遊
び
の
伝
承
、

郷
土
料
理
教
室
、
工
作
教
室
な
ど
） 

❷
地
域
間
交
流
事
業

　
（
都
市
部
と
農
村
部
の
交
流
な
ど
） 

❸
農
業
体
験（
米
づ
く
り
、
野
菜
づ
く
り
、

畜
産
体
験
な
ど
） 

❹
環
境
美
化（
緑
化
活
動
、
植
樹
・
植
栽
、

水
質
改
善
活
動
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
） 

❺
自
治
会
記
念
誌
、
郷
土
史
、
地
域
情
報

マ
ッ
プ
な
ど
の
作
成 

蒲島郁夫氏が再選されました

問 菊陽町選挙管理委員会　☎（232）2111

選挙

任期満了に伴う熊本県知事選挙が３月25日に行われ、現職の蒲島郁夫氏が再選されました。
投票率は県全体で38.44％となり、過去最低となりました。
菊陽町の投票率は34.43％で、前回（44.71％）より10.28ポイント下がりました。

活動事例

当選の別 候補者氏名 町の投票数 県の投票数

当選

久保山啓介

蒲島　郁夫

906

8,935

9,841

52,591

508,917

561,508合計

有権者・投票者数に関する調べ

男女別 選挙当日
有権者数 投票者数 棄権者数

男

女

計

13,981

14,853

28,834

4,653

5,275

9,928

9,328

9,578

18,906

投票率
（％） 有効投票数 無効投票数 無効投票率

（％）

33.28

35.51

34.43

―

―

9,841

―

―

87

―

―

0.88

投票区別投票者数に関する調べ

区分 地域
選挙当日有権者数
男

第１投票区

第２投票区

第３投票区

第４投票区

第５投票区

第６投票区

第７投票区

第８投票区

第９投票区

第10投票区

戸次・馬場楠・曲手・辛川・井口・
道明

上中代・出分・中代・川久保

津留・大堀木・下原・あさひヶ丘・
津久礼ヶ丘・宮ノ上・ひばりヶ丘・
緑ヶ丘・緑陽台

上津久礼・下津久礼

沖野・三里木・三里木北・新山・
北新山・境の松・新成・杉並台

武蔵ヶ丘１～６町内

光の森１～７町内・武蔵ヶ丘７・
８町内
八久保・南八久保・花立・南花立・
向陽台
中尾・南方・光団地・駅前・新町・
馬場・柳水・入道水・古閑原・鉄砲
小路・長塚

青葉台・東ヶ丘

812

563

2,694

708

2,475

954

1,846

1,694

1,631

604

13,981

12,733

女

842

596

2,621

760

2,640

1,265

1,965

1,796

1,722

646

14,853

13,661

計

1,654

1,159

5,315

1,468

5,115

2,219

3,811

3,490

3,353

1,250

28,834

26,394

投票者数
男

333

246

793

290

790

223

617

489

636

236

4,653

5,650

女

358

274

889

311

888

332

688

538

743

254

5,275

6,152

計

691

520

1,682

601

1,678

555

1,305

1,027

1,379

490

9,928

11,802

投票率（％）
男

41.01

43.69

29.44

40.96

31.92

23.38

33.42

28.87

38.99

39.07

33.28

44.37

女

42.52

45.97

33.92

40.92

33.64

26.25

35.01

29.96

43.15

39.32

35.51

45.03

平均

41.78

44.87

31.65

40.94

32.81

25.01

34.24

29.43

41.13

39.20

34.43

44.71

合計

前回（平成20年３月23日）

▲スタンプラリーの様子

▲出店がたくさん立ち並ぶ

完成した上屋

▲

▲整備前の土俵

新山区
「こども110番スタンプラリー」
　子ども110番の家は、児童を犯罪から
守るため、地域の協力を得て町やＰＴＡ
などが設置する緊急避難所ですが、顔見
知りでないと入りづらいため、場所の確
認と子ども110番の家の人との交流を兼
ねて実施されました。

入道水区
「入道水菅原神社境内の土俵上屋新設」
　子ども会や老人会をはじめ、地域住民
の皆さんが協力し、杉の切り出しや皮は
ぎから組み上げまでの作業を行い上屋が
完成しました。古く傷んでいた土俵が整
備され、この場が地域交流の場となるこ
とが期待されます。

光の森２町内子ども会「夏祭り」
　光の森２町内はさまざまな人たちが移
り住んできた新しい地域ですが、地域の
連帯感を高め地域活性化を図るため、子
ども会が主催で、自治会と協力し夏祭り
を実施されました。うちわ手作りコー
ナーでは、白紙のうちわに絵を描くなど
して交流を図りました。
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菊陽町の保留地を売却します

問 都市計画課　区画整理計画係　☎（232）4927

熊本都市計画事業菊陽第二土地区画整理事業区域内の保留地を売却します。

番号 面積（㎡） 最低売却価格

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

２４９

２９３

８０１

２８５

２９３

１５７

２４３

２４８

３０９

３１８

９６６万１，２００円

１，１６０万２，８００円

３，０７５万８，４００円

１，２７６万８，０００円

１，２３９万３，９００円

６８１万３，８００円

８６０万２，２００円

９１５万１，２００円

１，２５７万６，３００円

１，１４４万８，０００円

番号 面積（㎡） 最低売却価格

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

５０５

２７１

２９４

３４６

３４６

２０７

２０７

２０７

１８２

１，０４５

１，９３４万１，５００円

１，０２４万３，８００円

１，０９０万７，４００円

１，６２９万６，６００円

１，６２９万６，６００円

８５９万５００円

８５９万５００円

８８５万９，６００円

９０４万５，４００円

３，７０９万７，５００円

番号 面積（㎡） 最低売却価格

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

２３９

２４８

２２０

２４８

１９８

１９７

２１９

１７３

１７４

５８２

８８９万８００円

９８４万５，６００円

７７４万４，０００円

９４７万３，６００円

９６８万２，２００円

９６３万３，３００円

１，３８１万８，９００円

６９２万円

６９２万５，２００円

２，０９５万２，０００円

耐震診断（精密診断）・改修費用の一部を補助します

問 都市計画課　都市計画係　☎（232）4927

都市
計画

町では、建築物の耐震化を促進するために、昭和56年５月31日以前に適法に建築に着工され
た戸建て木造住宅と緊急輸送道路（※）沿道の建築物に対して、耐震診断および耐震改修（戸建て
木造住宅のみ）に要した費用の一部を補助しています。

対象建築物 補助率

耐震診断

耐震改修

戸建て木造住宅

緊急輸送道路沿
道建築物

戸建て木造住宅

・昭和56年５月31日以前に着工
・在来軸組構法で建築
・地上階数２以下で、現に居住
・昭和56年５月31日以前に着工
・建築物の耐震改修の促進に関する法律第６条第３号に該当
する建築物（緊急輸送道路沿道の建築物でおおむね６㍍の
高さを超えるもの）

・昭和56年５月31日以前に着工
・在来軸組構法で建築
・地上階数２以下で、現に居住
・耐震診断の結果、上部構造評点が1.0未満（倒壊する可能性
がある、または倒壊する可能性が高い）と評価されたもの

補助対象経費の
３分の２以内

補助対象経費の
２分の１以内

補助額（上限）

８万６千円

20万円

60万円

■募集期間　５月14日（月）～８月31日（金）（予算枠の範囲内とします）
※緊急輸送道路とは、地震発生時に緊急車両などの通行や避難場所などへの物資の供給を確保するために、県や町
が指定した路線のこと。

■売却方法　随意契約方式（先着順で売却します）
■買受資格　
　次の要件に該当しない人（法人、個人は問いません）
　❶成年被後見人または被保佐人
　❷破産者で復権を得ない人
　❸未成年

■内容　用途地域・工業地域：全30区画
　　　　建ぺい率：60％、容積率：200％
■申込期間　随時
　　　　　　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　※土・日・祝日を除く。
■申込場所　都市計画課（別館２階）

都市
計画

（平成24年４月現在の設計図による）

名称 支給対象 平成24年４月分からの支給額（月額）

児童扶養手当

特別児童扶養手当
 

障害児福祉手当

特別障害者手当

母子家庭や父子家庭など

障がいのある子どもを育てている親
 

重い障がいのある子ども

重い障がいのある大人

全部支給の額

一部支給の額

１級

２級

41,430円

9,780円～41,420円

50,400円

33,570円

120円減
 

150円減

100円減

50円減

80円減

14,280円

26,260円

各種手当の額が改定されました

問 福祉課　☎（232）4913

福祉

児童扶養手当法などの改正により、平成24年４月分の手当から、各種手当ての額が改定されました。

※平成24年度の手当額は、平成23年の全国消費者物価指数下落分（マイナス0.3％）を反映し、改定されました。
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人人人事異動事異動事異動人事異動人事異動人事異動

異動先　所属課・職名

■異動（４月１日付）

■新規採用（４月１日付）お世話になります

異動前　所属課・職名氏　名
総務部総務課男女共同参画推進係主事
総務部総合政策課情報管理係主事
総務部財政課財政係主事
総務部財政課管財係主事
総務部税務課住民税係主事
総務部税務課徴収係主事
福祉生活部福祉課福祉係保健師
福祉生活部武蔵ヶ丘児童館保育士
福祉生活部健康・保険課保健予防係保健師
福祉生活部健康・保険課保健予防係保健師
福祉生活部健康・保険課国民健康保険係主事
福祉生活部環境生活課ごみ減量推進係主事
産業建設部農政課農政係主事
産業建設部建設課建設第一係技師
産業建設部都市計画課都市計画係主事
産業建設部下水道課工務係技師
福祉生活部福祉課なかよし園園長
福祉生活部福祉課白菊園園長
福祉生活部福祉課さくら園園長
福祉生活部福祉課武蔵ヶ丘第一保育園園長
福祉生活部福祉課武蔵ヶ丘第二保育園園長
福祉生活部福祉課なかよし園主任保育士
福祉生活部福祉課白菊園主任保育士
福祉生活部福祉課白鈴園主任保育士
福祉生活部福祉課もみじ園保育士
福祉生活部福祉課白菊園保育士
福祉生活部福祉課白鈴園保育士
教育委員会学務課菊陽南小学校調理師
教育委員会学務課菊陽北小学校調理師

異動先　所属課・職名 異動前　所属課・職名氏　名
右今　秀尚
東　　哲生
西山　昌憲
池﨑　憲章
西村　信悟
秋田　真功
太田隈宏美
二子石智子
渡邉紀美代
平井亜佑美
米村　武揚
後藤　健之
中原　貴史
藤井　　慎
梅田　裕司
田代　圭佑
坂田優紀美
山辺喜美子
實取　智子
竹本二美栄
小林　恵子
井戸留美子
荒木かおり
安達さゆり
谷口　大輔
嶋田　里美
江藤　理恵
阪本　和代
松岡千枝美

教育委員会図書館図書館係主事
総務部総務課付（主事）
総務部財政課管財係主事
総務部税務課徴収係主事
総務部総務課交通防災係主事
福祉生活部健康・保険課国民健康保険係主事
福祉生活部健康・保険課保健予防係保健師
福祉生活部福祉課白鈴園保育士
福祉生活部介護保険課介護予防係保健師
福祉生活部福祉課福祉係保健師
福祉生活部町民課戸籍係主事
産業建設部建設課管理係主事
総務部人権教育・啓発課人権教育・啓発係主事
産業建設部建設課建設係技師
福祉生活部武蔵ヶ丘支所支所係主事
産業建設部都市計画課区画整理換地係技師
福祉生活部福祉課白鈴園主任保育士
福祉生活部福祉課武蔵ヶ丘第二保育園園長
福祉生活部福祉課武蔵ヶ丘第一保育園園長
福祉生活部福祉課なかよし園主任保育士
福祉生活部福祉課なかよし園園長
福祉生活部福祉課白菊園主任保育士
福祉生活部福祉課白菊園保育士
総務部総務課武蔵ヶ丘児童館保育士
福祉生活部福祉課白鈴園保育士
福祉生活部福祉課さくら園保育士
福祉生活部福祉課もみじ園保育士
教育委員会学務課菊陽北小学校調理師
教育委員会学務課武蔵ヶ丘中学校調理師

総務部長
福祉生活部長
産業建設部長
会計管理者兼会計課長
教育委員会教育次長
教育委員会教育審議員兼中央公民館館長
総務部総務課長
総務部財政課長
総務部税務課長
福祉生活部福祉課長
福祉生活部健康・保険課長
福祉生活部介護保険課長
産業建設部農政課長
産業建設部都市計画課長
教育委員会生涯学習課長
農業委員会事務局長（課長）
総務部財政課課長補佐兼財政係長
総務部人権教育・啓発課課長補佐兼人権教育・啓発係長
福祉生活部環境生活課課長補佐兼環境係長
福祉生活部町民課課長補佐兼年金係長
産業建設部農政課課長補佐兼農政係長
産業建設部下水道課課長補佐兼業務係長
会計課課長補佐兼会計係長
教育委員会中央公民館副館長兼公民館係長
総務部総務課庶務法制係長
総務部総合政策課行財政改革推進係長
総務部税務課徴収係長
福祉生活部福祉課福祉係長
福祉生活部福祉課保育所係長
福祉生活部福祉課子育て支援係長
福祉生活部介護保険課介護予防係長
産業建設部建設課管理係長
産業建設部建設課建設第一係長
産業建設部建設課建設第二係長
産業建設部都市計画課区画整理換地係長
教育委員会学務課施設係長
総務部総務課交通防災係参事
総務部人権教育・啓発課人権教育・啓発係参事
福祉生活部福祉課福祉係参事
福祉生活部健康・保険課国民健康保険係参事
福祉生活部町民課戸籍係参事
議会事務局（参事）
総務部総務課付（主査）
総務部総合政策課行財政改革推進係主査
福祉生活部武蔵ヶ丘支所支所係主査
産業建設部建設課建設第一係主査
産業建設部建設課建設第二係主査
産業建設部都市計画課都市計画係主査
選挙管理委員会書記（主査）
産業建設部建設課管理係主査

松本　東亞
阪本　修一
坂本　恭一
平野　誠也
鶴田　義晃
矢野　陽子
實取　初雄
阪本　浩德
阪本　章三
宮本　義雄
佐藤　清孝
渡邉　幸伸
志垣　敏夫
小野　秀幸
服部　誠也
荒木　一雄
東　桂一郎
宮川　照之
太田　幸信
紫藤　広美
士野　公典
市原　憲吾
大川由紀美
古賀　直之
中島　秀樹
板楠　健次
渡辺　博和
澤田　一臣
和田　　征
梅原　浩司
前田　きみ
野村　瑞樹
丸山　直樹
高田　光一
矢野　和幸
荒牧　栄治
中村　康幸
阪本　幸昭
井上智香子
山川真喜子
織畠由紀子
山野　光子
阪本　和彦
黒田伸太郎
塚脇　康晴
三船　潤治
山室　孝幸
山本　省吾
阿久津友宏
坂本　勇一

産業建設部長
会計管理者兼会計課長
産業建設部都市計画課長
総務部総務課長
熊本県教育委員会（天草市立二江小学校校長）
教育委員会中央公民館館長（課長）
総務部財政課長
総務部税務課長
産業建設部下水道課課長補佐兼業務係長
福祉生活部介護保険課長
教育委員会生涯学習課長
福祉生活部福祉課長
農業委員会事務局長（課長）
産業建設部農政課課長補佐兼農政係長
総務部総務課課長補佐兼庶務法制係長
産業建設部農政課長
総務部財政課財政係長
総務部人権教育・啓発課人権教育・啓発係長
産業建設部建設課課長補佐兼公園係長
会計課課長補佐兼会計係長
産業建設部都市計画課課長補佐兼区画整理換地係長
福祉生活部介護保険課課長補佐兼介護予防係長
総務部三里木町民センター所長（課長補佐）
総務部税務課課長補佐兼徴収係長
総務部総合政策課行財政改革推進係長
福祉生活部福祉課保育所係長
福祉生活部福祉課子育て支援係長
教育委員会中央公民館公民館係長
総務部総務課付（係長）
選挙管理委員会主任書記（係長）
福祉生活部町民課年金係長
福祉生活部福祉課福祉係長
産業建設部建設課管理係長
産業建設部建設課建設係参事
産業建設部建設課建設係長
福祉生活部環境生活課環境係長
総務部税務課住民税係参事
産業建設部都市計画課都市計画係参事
福祉生活部健康・保険課国民健康保険係参事
議会事務局参事
総務部総務課付参事
福祉生活部福祉課福祉係参事
教育委員会生涯学習課生涯学習係主査
総務部総合政策課情報管理係主査
総務部総合政策課行財政改革推進係主査
産業建設部建設課建設係主査
産業建設部商工振興課商工振興係主査
産業建設部建設課公園係主査
総務部財政課財政係主査
福祉生活部環境生活課ごみ減量推進係主査

部長級

課長

課長
補佐

係長

参事

きたがわ　　 ち あき

さかまき　　ともひろ

まえ だ 　　ひろつぐ

いのうえ　　　 みなみ

おが た 　　げん き

か　も　の こういち

たにうえ　　　 たかし

こうぐち　　さと こ

にしじま　　 み　き

か　い 　　ゆう き

すぎやま あ　す　か

くわずみ ま　ゆ　み

ひらかわ　　さと み

かわうち　　 り　え

さ とう　　ひろ こ

主事

保育士

調理師

主査

■退職（３月31日付）お世話になりました
吉岡　典次（総務部長）

眞鍋　清也（福祉生活部長）

村田　節子（福祉生活部健康・保険課長）

府内千富美（福祉生活部福祉課白菊園園長）

日野　直子（福祉生活部福祉課さくら園園長）

水上　孝親（教育委員会教育次長）

宮村　京子（教育委員会学務課菊陽南小学校調理師）

小川　真二（産業建設部農政課農政係主事）

福祉生活部町民課年金係主事　　　　　　　　北川　智晶

産業建設部建設課管理係主事　　　　　　　　酒巻　知弘

総務部税務課固定資産税係主事　　　　　　　前田　洋嗣

福祉生活部福祉課保育所係主事　　　　　　　井上　　南

教育委員会生涯学習課生涯学習係主事　　　　緒方　元紀

産業建設部都市計画課区画整理換地係技師　　加　野紘一

教育委員会図書館図書館係司書　　　　　　　谷上　　隆

福祉生活部福祉課福祉係保健師　　　　　　　髙口　聡子

福祉生活部介護保険課介護予防係保健師　　　西島　美紀

福祉生活部健康・保険課保健予防係保健師　　甲斐　祐希

福祉生活部福祉課みどり園保育士　　　　　　杉山明日香

福祉生活部福祉課武蔵ヶ丘第一保育園保育士　桑住真由美

福祉生活部福祉課武蔵ヶ丘第二保育園保育士　平川　里美

福祉生活部福祉課さくら園保育士　　　　　　河内　理恵

教育委員会学務課武蔵ヶ丘中学校調理師　　　佐藤　浩子

　総務課男女共同参画推進係が、役場２階から三里
木町民センターへ移動しました。
　今後、男女共同参画推進に関することは、三里木
町民センター（☎232‒5536）へご相談ください。

男女共同参画推進係が移動しました
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役場正面のクスノキなどを剪定していただきました
菊陽町造園協会のボランティア活動

　４月８日、菊陽町造園協会（嶋田宏之会長）の皆さ
んによる役場正面樹木剪定のボランティアが行われま
した。これは、同協会が地域に根ざした団体として、
緑豊かな菊陽町の美しい町づくりに貢献することを目
的に実施されたものです。今回は13人が参加され、
20ｍほどある高いクスノキなどを手際よく剪定して
いただき、薄暗かった役場正面玄関が見違えるほど明
るくなりました。満開の桜も、どの方向からも見える
ようになり、通行する人々の心を和ませてくれました。

▲協会の皆さんときれいに剪定されたクスノキ（後方の左右）

　通学路改修工事の竣工式が３月23日、菊陽町花立
１丁目の県道熊本大津線沿いで行われました。
　現地は武蔵ヶ丘北小学校の通学路で、交通量が多い
上に一部歩道もないため、子どもが車と接触する事故
も起きていました。そこで、通学路の危険箇所を解消
するために、地権者のご協力をいただき、信号機と横
断歩道を移設し、歩道を新たに設置しました。竣工式
には、地元住民の皆さんが大勢集まり、改修を祝うと
ともに、交通安全に向けた決意を新たにしました。

通学路に新しく歩道ができました
通学路改修工事竣工式

お世話になった道路をキレイに
菊陽中学校周辺清掃

　菊陽中学校１・２年生による学校周辺清掃が３月
22日、学校周辺の道路や施設駐車場などで行われま
した。
　これは、修了式を前に、いつもお世話になっている
ところをキレイにして終わろうということで取り組ま
れたものです。   
　ゴミ袋を片手にたくさんのゴミを集めた生徒たちは、
「いつも利用している道路などが、キレイになってと
てもいいと思う」と話してくれました。 

▲子どもたちが安全に通学できるようになりました

▲ゴミ拾いに精を出す菊陽中学校生徒たち

プレーを楽しみ交流深める
2012火の国グラウンドゴルフフェスティバル

▲プレーを楽しむ参加者たち

　熊本県グラウンドゴルフ協会主催の2012火の国グ
ラウンドゴルフフェスティバルが 4 月11・12日、菊
陽杉並木公園で開催されました。
　会場には、約1,600人ものグラウンドゴルフ愛好者
が全国から集まりました。参加者は、８ホールを２ラウ
ンド回る個人戦を繰り広げながら、交流を深めました。
　大分県からの参加者は「毎年参加している。健康づ
くりにもいいし、いろんな人と知り合うことができて
楽しい」と話されました。

満開の桜の下、盛大な祭り
第４回富士フイルム九州感謝Day！　さくら祭り

　第４回はなあかりが３月31日、老人福祉センター
周辺で行われました。今年は「きずな」をテーマに開
催され、東日本大震災の被災地の復興への祈りも込め
て行われました。
　約1,500本のペットボトルには、保育園児が描いた
絵や被災地の復興を願うメッセージなどを書いた紙が
貼られ、ろうそくに火が灯されました。その他、各団
体から歌や演奏などが披露され、多くの人がろうそく
の明かりとステージ発表を見て楽しみました。

やさしい光が人々を明るくする
第４回はなあかり（きずなコンサート）

▲ろうそくで「ガンバレ東北」と描かれました

▲満開の桜の下、多くの人が来場しました

新入生が元気に学校生活をスタート
町立小中学校入学式

▲学校生活に期待がふくらむ新１年生

　町立小中学校入学式が４月10日、各校で行われ、
824人の新入生が入学しました。
　菊陽南小学校（田中明子校長、71人）では、18人の
児童が入学しました。新入生は、上級生や保護者に元
気な笑顔を見せていました。

交通事故防止のために
春の交通安全週間（４月６日～15日）

　交通安全の意識高揚と事故防止を目的とした大津地
区交通安全推進大会が４月７日に西原村で開催され、
４月９日にはＰＴＡや交通指導員、スクールパトロー
ル隊、町長、副町長、教育長が町内の小・中学校の始
業式に合わせ、子どもたちの登校時の交通事故防止の
ため街頭活動を行いました。４月10日には、大津地
区安全協会や交通安全母の会などの協力を得て、菊陽
空港線久保田郵便局前を通行しているドライバーに対
し、交通安全を呼びかけるタッチ運動を実施しました。

▲交通安全、交通事故防止を誓う

菊陽中部小学校
菊陽南小学校
菊陽北小学校
菊陽西小学校

武蔵ヶ丘小学校
武蔵ヶ丘北小学校
菊陽中学校
武蔵ヶ丘中学校

学 校 名 入学者数 入学者数学 校 名

せんてい

１０３
１８
３６
１３２

１００
４７
１６１
２２７

　第４回富士フイルム九州のさくら祭りが４月１日、
富士フイルム九州構内で行われました。
　会場では、菊陽武蔵剣豪太鼓の演奏や菊陽中部小学
校合唱部による歌の披露、ステージイベントのほか、
大抽選会も行われ、子どもから大人まで大勢の人でに
ぎわいました。
　また、菊陽町の農産物販売や三里木商工繁栄会から
さまざまな出店が立ち並び、来場者は桜を愛でながら
地域に密着した祭りを楽しんでいました。

め

ま ち のわだい
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I N F O R M A T I O N 情 報 掲 示 板※費用が掲載されていないものは無料となっています。
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ど
の
隣
接
地
へ
の
越
境
▼
害

虫
の
発
生
▼
ご
み
の
不
法
投
棄
の
誘
発
▼
道

路
の
見
通
し
を
遮
へ
い
す
る
こ
と
に
よ
る
交

通
事
故
の
誘
発
▼
花
粉
ア
レ
ル
ギ
ー
▼
周
辺

農
地
な
ど
へ
の
種
子
の
飛
散
▼
防
犯
や
美
観

上
の
問
題
▼
冬
期
に

は
枯
れ
草
火
災
な
ど

が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

所
有
者
の
皆
さ
ん

の
適
切
な
対
応
と
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

環
境
生
活
課　

環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）２
１
１
４

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

慈
恵
病
院　

田
尻　

由
貴
子
さ
ん

▼
定
員　

30
人
程
度

▼
受
講
料　

２
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
６
９
７

　　

歩
行
中
や
自
転
車
に
よ
る
交
通
事
故
に
つ

い
て
高
齢
者
を
対
象
に
学
習
し
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
５
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

大
津
地
区
交
通
安
全
協
会

▼
定
員　

30
人
程
度

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
６
９
７

　

資
産
運
用
に
役
立
つ
情
報
を
お
話
し
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
９
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

前
田　

敏
文
さ
ん

▼
対
象
者　

大
人
10
人
程
度

▼
参
加
費　

２
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

　

空
き
缶
で
炊
き
込
み
ご
飯
を
作
り
ま
す
。

▼
日
時　

５
月
12
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
炊
事
棟

　

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を
５
月
上
旬

に
送
付
し
ま
す
。
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の

所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
税
通
知
書
が

届
か
な
い
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課　

固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
１

　

軽
自
動
車
税
の
納
付
書
を
５
月
上
旬
に
送

付
し
ま
す
。
４
月
１
日
に
菊
陽
町
に
登
録
し

て
あ
る
原
動
機
付
自
転
車（
バ
イ
ク
）・
軽
自

動
車
な
ど
が
対
象
で
す
。
不
明
な
点
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

住
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
１

▼
対
象
者

❶
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

※

障
害
区
分
・
等
級
に
よ
っ
て
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❷　

❶
の
人
と
生
活
を
と
も
に
す
る
人
で
車

両
名
義
が
❶
の
人
で
あ
る
こ
と
。

▼
手
続
場
所　

税
務
課

▼
必
要
な
も
の　

・

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

・

運
転
免
許
証

・

自
動
車
検
査
証（
車
検
証
）

・

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

・

印
か
ん

▼
申
請
期
限　

５
月
24
日（
木
）

　

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
減
免
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

減
免
の
対
象
と
な
る
自
動
車
な
ど
は
、
普

通
自
動
車
も
含
め
て
１
人
１
台
で
す
。

　

武
蔵
ヶ
丘
支
所
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課　

住
民
税
係

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
１

▼
自
動
車
税
の
納
付
は
５
月
31
日（
木
）ま
で

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５
月
初
め

に
送
付
し
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に
、
最
寄

り
の
金
融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
自
動
車
税
の
税
額
が
増
減
さ
れ
ま
す

　

環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動
車（
新
車
）は
、

登
録
の
翌
年
度
の
自
動
車
税
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
一
方
、
一
定
年
数
を
経
過
し
た
環

境
負
荷
の
大
き
い
自
動
車
は
、
自
動
車
税

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
今
年
度
に
自
動
車
税
が
加
算（
約
10
％
）さ

れ
る
自
動
車　
　
　
　

・

ガ
ソ
リ
ン・

Ｌ
Ｐ
Ｇ
車

　
（
平
成
11
年
３
月
31
日
以
前
の
登
録
）

・

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

　
（
平
成
13
年
３
月
31
日
以
前
の
登
録
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

菊
池
地
域
振
興
局　

税
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
２
７
２

▼
日
時　

５
月
31
日（
木
）　

午
前
10
時
〜

▼
場
所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人

▼
申
込
方
法　

５
月
24
日（
木
）ま
で
に
地
区

役
員
か
事
務
局
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

総
会
後
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
出
場
す
る
人

は
、
参
加
申
込
時
に
曲
名
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会（
渡
辺
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）３
５
９
３

　

春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち
し
た

ひ
な
が
落
ち
て
い
て
も
、
必
ず
親
鳥
が
保
護

し
ま
す
の
で
拾
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

県
で
は
、
５
月
10
日
か
ら
の
１
カ
月
間
を

指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
違
法
捕
獲
な

ど
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

菊
池
地
域
振
興
局　

林
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
９
６
８（
２
５
）２
３
４
７

▼
日
時　

５
月
27
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

▼
場
所　

陸
上
自
衛
隊
高
遊
原
分
屯
地

▼
内
容　

記
念
式
典
、
編
隊
飛
行
、
航
空
機

展
示
、
自
衛
隊
車
両
体
験
試
乗
、
航
空
機

地
上
滑
走
体
験
、
音
楽
演
奏
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

陸
上
自
衛
隊
高
遊
原
分
屯
地
広
報
室

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）２
１
０
１

▼
日
時　

６
月
３
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所　

ゆ
め
タ
ウ
ン
光
の
森
１
階

　
　
　
　

イ
ー
ス
ト
コ
ー
ト

▼
内
容　

歯
科
健
診
・
相
談
、
人
形
劇
フ
ァ

ン
タ
ジ
ア（
午
前
11
時
公
演
）な
ど

▼
問
い
合
わ
せ　

　

南
歯
科
医
院　
　

☎（
２
３
２
）７
５
４
１

▼
日
時　

５
月
18
日（
金
）　

午
前
10
時
〜

▼
場
所　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

坂
本　

瑞
恵
さ
ん

▼
対
象
者　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

▼
受
講
料　

２
０
０
円

▼
定
員　

15
組（
先
着
順
）

▼
受
付　

５
月
７
日（
月
）　

午
前
10
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

武
蔵
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
６
９
７

　

光
の
森
キ
ャ
ロ
ッ
ト
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）０
０
９
８

　

生
ま
れ
て
く
る
命
を
守
り
、
妊
娠
、
出
産
、

養
育
で
悩
む
女
性
の
問
題
を
考
え
ま
す
。

▼
日
時　

６
月
２
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

●
お
知
ら
せ
●

※

雨
天
の
場
合
は
セ
ン
タ
ー
調
理
室

▼
講
師　

社
会
教
育
指
導
員

▼
対
象
者　

小
学
生
と
保
護
者
８
組

▼
参
加
費　

２
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

▼
日
時　

５
月
23
日（
水
）正
午
集
合（
出
発
）

▼
集
合
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
駐
車
場

▼
場
所　
（
株
）山
内
本
店

▼
参
加
費　

３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
味
噌
５
㎏
、
保
険
料
込
み
）

▼
定
員　

25
人
程
度（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

▼
日
時　

５
月
19
日（
土
）午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー

▼
講
師　

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
菊
陽　

　
　
　
　

紫
藤　

和
代
さ
ん

▼
内
容

【
５
月
】　

講
習
、
土
作
り
や
苗
植
え
な
ど

【
８
月
】　

ゴ
ー
ヤ
料
理
づ
く
り
な
ど

【
10
月
】　

種
を
使
っ
た
創
作
活
動
な
ど

▼
対
象
者　

小
学
生
〜
大
人

　
　
　
　
　
（
３
回
受
講
で
き
る
人
）

▼
参
加
費　

２
０
０
円（
別
途
材
料
代
必
要
）

▼
定
員　

20
人（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
の
森
研
修
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
３
）１
０
８
０

●
募　
　

集
●

空
き
地
の
雑
草
は

除
去
し
て
く
だ
さ
い

菊
陽
町
身
体
障
が
い
者

福
祉
協
会
総
会

「
資
産
運
用
の
知
識
①
」

参
加
者
募
集

「
ス
マ
イ
ル
ア
ッ
プ
」
講
座

参
加
者
募
集

「
野
外
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
」

参
加
者
募
集

人
間
ド
ッ
ク
の
健
診
に
は

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す

５
月
は
繁
殖
期
の
野
鳥
保
護

と
指
導
取
締
強
化
月
間
で
す

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知

書
を
送
付
し
ま
す

マ
マ
の
休
日「
楽
し
く
子
育
て・
す
こ
や

か
育
児
相
談
」育
児
の
プ
ロ
よ
り
助
言

▼
期
間　

６
月
１
日（
金
）〜
７
月
４
日（
水
）

　
　
　
　

毎
週
水
・
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所　

パ
ー
ク
ド
ー
ム
熊
本
温
水
プ
ー
ル

▼
費
用　

施
設
使
用
料　

３
，
０
０
０
円

　
　
　
　

保
険
料　
　
　

１
，
８
５
０
円

▼
定
員　

20
人

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

▼
申
込
期
間　

　

５
月
１
日（
火
）〜
５
月
21
日（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課　

体
育
振
興
係　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
７

▼
日
時　

５
月
16
日（
水
）　

午
後
７
時
〜

▼
場
所　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

メ
デ
ィ
カ
ル
・
ア
ロ
マ

　
　
　
　

ル
ー
ム
コ
ロ
ン
を
作
り
ま
す
。

▼
講
師　

松
本　

益
江
さ
ん

▼
費
用　

受
講
料　

２
０
０
円

　
　
　
　

材
料
費　

１
，
０
０
０
円
以
内

▼
定
員　

15
人
程
度（
先
着
順
）

▼
そ
の
他　

満
１
歳
か
ら
就
学
前
の
子
ど
も

の
託
児
も
で
き
ま
す
。
託
児
は
無
料
で
す

が
、
保
険
加
入
が
必
要
で
す
。
未
加
入
の

人
は
、
５
月
14
日（
月
）ま
で
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
は
、
５
月
加
入

で
翌
年
３
月
ま
で
５
６
０
円
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
里
木
町
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
３
２
）５
５
３
６

み
ん
な
の
交
通
安
全

自
動
車
税
の
納
期
限
と

税
額
の
増
減
に
つ
い
て

軽
自
動
車
税
の
納
付
書
を

送
付
し
ま
す

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ

い
て

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

受
講
生
募
集（
全
10
回
）

西
部
方
面
航
空
隊
創
隊
51
周
年

高
遊
原
分
屯
地
創
立
41
周
年

不
安
と
孤
独
の
時
代「
新
し

い
命
」と
ど
う
向
き
合
う
か

「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
」講

座
参
加
者
募
集（
全
３
回
）

「
郷
土
料
理（
味
噌
）作
り
」

参
加
者
募
集

「
歯
と
お
口
の
健
康
展
」
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子育てひろば子育てひろば子育てひろば子育てひろば
●●●菊陽町地域子育て支援事業●●●ほんの森ほんのほんの森

菊陽町図書館だより

～菊陽町地域子育て支援センター～
（白鈴園内）　☎２３２－４２８０

 ～つどいの広場ぴーす～（ふれあい交流・福祉支援センター）☎３３７－６８３０

 ～ミニキャロットくらぶ～
菊陽町地域子育て支援センター

（光の森キャロット保育園内）☎２３３－００９８

新しく届いた本 5月

図書館 ☎２３２-０４０４　　図書館ホール ☎２３２-７７５６
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｋｉｋｕｙｏ-ｌｉｂ．ｊｐ問い合わせ

☆主催者の都合により内容変更の場合があります。
☆図書館駐車場が満車の際は、隣接する公園の駐車場をご利用ください。
☆練習・リハーサルなどは掲載していません。

平成24年12月分のホール予約を、平成24年６月10日（日）の午前９時30分から受付開始します。
調整会議（抽選会）を行いますので、時間までにお集まりください（認印をご持参ください）。

9 日（水）　身体測定
18日（金）　誕生会（要予約。カード・写真準備します）
21日（月）　講習会「親子エアロビクス」（要予約20組）
　　　　　講師：吉武千鶴さん
※毎週月曜日は、絵本の読み聞かせを行っています。

５月のプログラム●利用時間　月・水・金曜日（祝日を除く）
　　　　　　午前10時～午後４時
●利 用 料　一家族　100円

おおむね３歳未満の児童と保護者が対象です。いつでも好きな時間に利用できます。子どもと一緒に遊んだり、
お母さん同士の情報交換にご利用ください。

開館時間　月・水・金・土・日／午前10時～午後6時
　　　　　木／午前10時～午後8時
休 館 日　毎週火曜日・毎月第3水曜日（館内整理日）
　　　　　年末年始（12月28日～1月3日まで）
　　　　　特別整理期間（年1回）

日  曜 開場 開演 終演 入場方法 入場者

菊陽町図書館ホール　平成24年５月 催し物

〈平成24年４月11日現在確定分〉

催し物 主催者

23 水

20 日

※申込は５/７（月）から受け付けます（電話予約不可）。
※駐車場に限りがありますので、乗り合わせでお越し
ください。

どなたでも無料

関係者のみ

人形劇ぶっくる
菊陽町図書館（☎232－7756）

入園前の親子（0～6歳）·妊婦さんは、いつでも無料で
参加できます。
※駐車場に限りがありますので乗り合わせてお越しください。
ハローサークル　午前10時～正午

【ベビーの日：おしゃべりタイム】
１歳未満の乳児とお母さん、妊婦さん、おしゃべり
を楽しみましょう。

18日（金）
陽だまり（白鈴園）

11日（金）
南部町民センター

２日（水）
老人福祉センター

15日（火）
ふれあいの森研修センター

【食育講座：野菜の苗を植えよう】
収穫の日を楽しみに、野菜の苗を植えます。
※作業手袋をご持参ください。

【ダイナミックに遊ぼう】
トンネルをくぐったり、跳んだり、体をいっぱい
動かして遊びましょう。

プログラム月日・場所

○陽だまり（白鈴園）
　月～金曜日（休日を除く）午前９時～午後２時
※月始め1週間は、陽だまりで身体測定ができま
　す。お気軽にお越しください。
○あいあい（ふれあいの森研修センター）
　火曜日（休日を除く）午前10時～午後1時
○ゆっくりーむ（白菊園）
　金曜日（休日を除く）午前10時～午後1時

ハロールーム 問い合わせ…☎２３２－４２８０

園 庭 開 放

育 児 相 談

町立保育所８園の園庭で遊べます。ケガがないよう
おうちの人とどうぞ。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時30分～正午

　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後５時

【育児講座：エコ製作】要予約（講師：内田早苗さん）
ペットボトルのふたでオリジナルマグネットを作ります。
牛乳パックとペットボトルのふたを２個ご持参ください。
※定員10組。５/９（水）午前10時から受付開始。

【公園で遊ぼう】
ふれあい遊びを楽しもう！天気が良ければ外でも
遊びます。帽子・お茶などをご持参ください。

16日（水）
老人福祉センター

【誕生会】
４月と５月生まれの子どもで、当日参加する人は
予約してください（カードを準備します）。

【おはなし会】
絵本、紙芝居、ペープサートなど、おもしろいお話
が盛りだくさん！

23日（水）
三里木町民センター

６/６（水）
老人福祉センター

ＳＡＮ企画
（坂本さん　☎090-3075-9456）

無料 どなたでも

9 :30 10:00 12:00

２

菊陽町中央公民館（☎232-2116）

● 図書館からのお知らせ ●

おじさん図鑑

ニュースの科学用語これでわかった！

サグラダ・ファミリア

球磨焼酎

ピュリツァー賞受賞写真全記録

上を向いて歩こう年をとると面白い

瓦礫の中から言葉を

仙台ぐらし

酒田さ行（い）ぐさげ

ルーズヴェルト・ゲーム

なかむらるみ／絵・文　　小学館

北海道大学ＣｏＳＴＥＰサイエンスライターズ／著　　技術評論社

外尾悦郎／著・宮崎真紀／訳　　原書房

球磨焼酎酒造組合／編　　弦書房

ハル・ビュエル／著・河野純治／訳　　日経ナショナルジオグラフィック社

永六輔／著　　さくら舎

辺見庸／著　　ＮＨＫ出版

伊坂幸太郎／著　　荒蝦夷

宇江佐真理／著　　実業之日本社

池井戸潤／著　　講談社

おはなし会のお知らせ
場所：おはなしのへや

【ベビーの日：おしゃべりタイム】
１歳未満の乳児とお母さん、妊婦さん対象。
みんなでワイワイ楽しみましょう。

25日（金）
南部町民センター

0歳～就学前の子どもさんと保護者対象。親子で楽し
む体験活動や、子育て相談など、参加費は無料です。

※保育室や園庭で遊べます。事前にご連絡を！
　月～土曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前９時～午後２時

園 庭 開 放

※一人で悩まないで、気軽にご相談ください。
　月～金曜日（園行事開催日や休日を除く）
　午前10時～午後４時

ミニキャロット　午前9時～午後2時 光の森キャロット保育園

キャロットランド　午前１０時～正午
※お茶の準備をしております。マイコップをご持参ください。

※お誕生会に参加するお誕生月の人は１５日に誕生カード作
　りをしますので、参加してくださいね。

プログラムベビー＆マタニティー

プログラム日にち・場所

プログラム0・1歳 2歳以上

育 児 相 談

【手作りしちゃお♪】
※赤ちゃんも一緒に手作り楽しんじゃお♥

９日（水）
菊陽杉並木公園さんさん
（雨天時は管理棟）

【エンジョイ☆草スキー】 
※元気に遊ぼう！段ボール持参OK！
　帽子をご準備ください。
【ママの休日】先着15組（親子参加です）
※楽しく子育て♪すこやか育児相談
　５/７（月）午前10時から電話予約開始です。

18日（金）
武蔵ヶ丘コミュニティセンター

【光の森公園で遊んじゃお♪】
※光の森公園に午前10時集合！
　帽子をご持参ください。

【わいわい☆ミニキャロット】
※保育園でお友達とわいわい遊んじゃお♥

【シャボン玉で遊んじゃお♪】
※帽子をご持参ください。

11日（金）

６/１（金）

１日（火）

15日（火）

17日（木）

10日（木）

【５月生まれのお誕生会】
※誕生月の人はお早めにお申し込みください。

８日（火）

【ミニキャロット☆全員集合！】
※ゆめタウン光の森イーストコートに午前
　10時集合！

【おしゃれに♥Tea Party】先着20組
※Babyがいても楽しめるカフェレシピを紹介
　５/７（月）午前10時から電話予約開始です！

29日（火） 31日（木）

22日（火） 24日（木）

【雨ルンルン♪製作遊び】
※のり・はさみ・クレヨンをご準備ください。

★朝のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第１・２水曜日　午前11時～午前11時30分
　（５月２日、６月６・13日）  
★夕方のおはなし会（図書館職員）
　毎週木曜日　午後５時～午後５時30分
　（５月３・17・24・31日）
★日曜のおはなし会（おはなしの森さんさん）
　毎月第２・４日曜日　午後２時～午後２時30分
　（５月27日、６月10・24日）
★おたのしみ紙芝居（図書館職員）
　日時　５月３日（木）～５月６日（日）
　　　　午後２時～午後２時３０分
★赤ちゃんと楽しむわらべうた（図書館職員）
　日時　５月23日（水）　午前11時～午前11時30分
　　　　生後６カ月までの赤ちゃんが対象です。
　

★「人形劇ぶっくる」10周年記念公演
　日時　５月20日（日）　午前11時開演
　場所　菊陽町図書館ホール

春のおどり

「人形劇ぶっくる」10周年記念公演

６ 日 9 :30 10:00 16:30

10:30 11:00 12:00

高齢者大学

休館のお知らせ
期間　5月8日（火）～16日（水）

　菊陽町図書館は、館内の図書資料の一斉点検・整理
の作業を行うため、５月８日（火）～16日（水）を休館
します。休館中はご不便をおかけしますが、皆さんの
ご理解とご協力をお願いします。
　なお、休館期間中でも午前８時30分～午後５時まで
は本の返却ができます。ただし、13日（日）と14日（月）
だけは、本の返却ができませんのでご注意ください。

雑誌などを無料配布します
　図書館で所蔵し、古くなった雑誌や不要になった本
を無料で配布します。
　なお、一度お持ち帰りいただいた雑誌などは、図書
館ではお引き取りできませんので、ご了承ください。
■期間　５月26日（土）　午前10時から
　　　　雑誌などがなくなるまで実施します。
■場所　図書館視聴覚室
※持ち帰りは１人５冊までとします。

人形劇のお知らせ
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「菊陽人りさーち」に掲載
を希望される人は、はがき
に「氏名」「年齢」「住所」「連
絡先（昼間）」を明記のうえ
〒869 -1192菊陽町役場総合
政策課「菊陽人りさーち」
係までお送りください。
注）掲載対象は、小学生以
上で菊陽町に居住している
人に限ります。親子、祖父
母と孫など２人１組での掲
載もできます。掲載が決ま
りましたら、こちらからご
連絡させていただきます。

菊陽人
りさーち

人 権のひろば
ゆ た か な 心 を は ぐ く む

子

ども
の目、子どもの声

問い合わせ
人権教育・啓発課
☎232-2113

人権
作文シリーズ
【№37】
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会
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む
朝
の
ひ
と
時
右
手
よ
り
春
の
光
は
や
は
ら
か
に
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す 

山
川　

カ
ヅ

●趣味
　プラモデル作り
●将来の夢
　動物園の飼育員
●自慢
　プラモデル作りが得意
●今一番やりたいこと
　サッカー遊び

[辛川]

やまぐち　　　　かい

●趣味
　本を読む
●将来の夢
　お花屋さん
●自慢
　鉄棒
●今一番やりたいこと
　かくれんぼ

[曲手]
桑住　優里さん（８歳）
くわずみ　　ゆう り　　

山口　　開さん（８歳）

ま

こ
う
ま

う
ぶ
す
な

し
ゅ
ん
し
ゅ
う

＊作者の学年は作文がつづられた昨年度の在籍学年です。
＊◇印からの文章は先生のコメントです。

　

こ
れ
ま
で
部
落
差
別
に
つ
い
て
何
度
も
学
習

し
て
き
た
け
れ
ど
、
話
で
聞
く
だ
け
で
は
あ
ま

り
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
な
い
こ
と
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、「
三
月
三
日
の
風
」
と

い
う
ビ
デ
オ
を
見
て
当
時
の
こ
と
が
よ
り
リ
ア

ル
に
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ビ
デ
オ

の
中
に
は
、「
部
落
出
身
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て

い
じ
め
て
い
る
子
ど
も
た
ち
や
被
差
別
部
落
出

身
の
生
徒
に
厳
し
く
す
る
教
師
な
ど
、
差
別
し

て
い
る
シ
ー
ン
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
結
婚

し
て
子
ど
も
も
生
ま
れ
た
の
に
、
被
差
別
部
落

出
身
だ
と
知
る
と
、
離
婚
し
、
追
い
出
す
と
い

う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ
う
い
っ
た
場

面
を
見
て
、
大
人
が
差
別
を
す
る
か
ら
子
ど
も

も
差
別
を
覚
え
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
差
別

し
続
け
る
。
ま
た
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
も
差
別

を
し
て
・
・
と
い
う
こ
と
が
続
い
た
か
ら
部
落

差
別
が
無
く
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。

　

西
光
万
吉
さ
ん
は
、
い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗

り
越
え
て
水
平
社
宣
言
を
つ
く
り
ま
し
た
。
海

外
に
渡
ろ
う
と
し
て
で
き
な
く
な
っ
た
時
に
、

「
ど
こ
へ
逃
げ
て
も
差
別
は
あ
る
」
と
い
う
言

葉
が
と
て
も
心
に
残
り
ま
し
た
。

　

差
別
を
広
め
る
こ
と
は
簡
単
で
も
、
差
別
を

終
わ
ら
せ
、
無
く
す
こ
と
は
難
し
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
差
別
は
人
を
苦
し
め

る
恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

水
平
社
の
運
動
を
み
て
、「
周
り
を
変
え
た

い
な
ら
、
自
分
た
ち
か
ら
行
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
感
じ
ま
し
た
。
私
は
、
嫌
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
何

も
せ
ず
、
ぐ
ち

ぐ
ち
文
句
ば
か

り
言
っ
て
い
る

だ
け
で
し
た
が
、

行
動
に
移
し
て

い
こ
う
と
ビ
デ

オ
を
見
て
感
じ

ま
し
た
。
水
平

社
は
ど
ん
ど
ん

行
動
し
て
つ
い
に
は
全
国
の
被
差
別
部
落
出
身

の
人
た
ち
の
心
を
動
か
し
、
少
な
か
っ
た
メ
ン

バ
ー
も
何
千
人
も
の
人
た
ち
と
一
緒
に
行
動
す

る
ま
で
に
い
た
っ
た
こ
と
を
と
て
も
す
ご
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

差
別
し
た
り
、
い
じ
め
た
り
す
る
と
差
別
さ

れ
た
人
は
も
ち
ろ
ん
傷
つ
く
し
、
差
別
し
た
人

も
い
や
な
気
持
ち
が
残
る
と
思
い
ま
す
。
人
を

傷
つ
け
て
も
、
良
い
こ
と
は
一
つ
も
な
い
と
言

い
切
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
出
身
地
で
差
別
す
る

こ
と
は
お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。
人
は
そ
れ
ぞ

れ
に
生
ま
れ
た
故
郷
が
あ
っ
て
当
た
り
前
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
は
、
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
し

な
い
し
、
傷
つ
け
る
人
が
い
た
ら
や
め
る
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

◇
今
回
の
学
習
が
、
藤
山
さ
ん
に
と
っ
て
大
き

な
変
わ
り
目
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
差
別

を
無
く
す
側
で
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
人
の

輪
が
ど
ん
ど
ん
広
が
れ
ば
、
部
落
差
別
が
な

く
な
る
日
が
き
っ
と
来
る
で
し
ょ
う
。

　

わ
た
し
は
、
い
ま
ま
で
、
じ
き
ゅ
う
そ
う
を

は
し
る
と
き
、
一
年
生
の
と
も
だ
ち
が
車
い
す

を
お
し
て
も
ら
っ
て
は
し
っ
て
い
る
の
で
、
い

い
な
あ
と
お
も
っ
て
い
ま
し
た
。
は
し
る
の
は

き
つ
い
か
ら
、
わ
た
し
も
車
い
す
を
お
し
て
も

ら
い
た
い
な
あ
と
お
も
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

「
だ
れ
の
か
な
」
を
べ
ん
き
ょ
う
し
て
、
そ
の

子
も
が
ん
ば
っ

て
い
る
ん
だ
と

お
も
い
ま
し
た
。

じ
ぶ
ん
と
あ
る

き
か
た
が
ち
が

う
け
れ
ど
、
ち

が
っ
て
も
い
い

ん
だ
と
お
も
い

ま
し
た
。
は
し

る
の
が
は
や
い

人
も
お
そ
い
人
も
い
る
け
れ
ど
、
み
ん
な
が
ん

ば
っ
て
い
る
か
ら
み
ん
な
い
い
ん
だ
と
お
も
い

ま
し
た
。

◇
ち
さ
と
さ
ん
は
、
車
い
す
を
お
し
て
も
ら
っ

て
い
る
お
友
だ
ち
を
見
て
、「
い
い
な
あ
」

と
お
も
っ
て
い
た
ん
で
す
ね
。
で
も
、
み
ん

な
ち
が
っ
て
い
い
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
の
で
す
ね
。
一
人
ひ
と
り
、
か
お
が

ち
が
う
よ
う
に
、
せ
い
か
く
も
、
と
く
い
な

こ
と
に
が
て
な
こ
と
も
み
ん
な
ち
が
い
ま
す
。

し
べ

お
お
あ
く
び

そ
ば

み
ど
り
ご

き
び
す

し
め

菊
陽
西
小
１
年
２
く
み　

山
下
ち
さ
と

「
だ
れ
の
か
な
」を
べ
ん
き
ょ
う
し
て

ち
が
っ
て
も
い
い
ん
だ
と
お
も
っ
た

▲沖縄での平和学習

「
三
月
三
日
の
風
」に
学
ん
だ
こ
と

そ
れ
ぞ
れ
に
生
ま
れ
た
故
郷
が

武
蔵
ヶ
丘
中
学
校
２
年
１
組　

藤
山　

友
希

▲仲良くお弁当

し
ょ
く

や
や
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休日在宅当番医・薬局

ふれあい総合相談ふれあい総合相談ふれあい総合相談

きくようカレンダー 2012年

老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター
老人福祉センター
老人福祉センター
ふれあい交流・福祉支援センター

法　　律

税　　金

財産相続

登 記 ・
法律相談
●問い合わせ／社会福祉協議会　☎232‒3593

会　場

■ 専門相談（午後1時～午後3時）
相談名 実施日

☎232‒3592

■ 介護相談　随時（月曜日～金曜日）
電話

会　　場

■ 行政相談（午前10時～正午）

老人福祉センター
実施日

７日（月)
18日（金)
14日（月)
15日（火)
28日（月)
９日（水)
24日（木)

菊陽町社会福祉協議会居宅介護支援事業所
事業所名

12日（土）

さんふれあ・図書館休館日

※医療機関の都合などによりやむを得ず変更になる場合もあ
りますので最新情報は菊池郡市医師会テレホンサービス（歯
科医を除く）で確認してください。  ☎0968‒25‒3300

※薬局は菊陽町のみを掲載しています。

総合交流ターミナル 問い合わせ　☎（232）8690

会　　場

■ 心配ごと相談（午前10時～正午）
実施日
19日（土）
26日（土）

ふれあい交流・福祉支援センター  ☎337‒6830
老人福祉センター ☎232‒3966

さんふれあから

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

0968‒25‒1164
232‒9595
0968‒25‒2230
248‒6390 
242‒6633
285‒3466
0968‒25‒2906
233‒3387
232‒7811
0968‒25‒2561
293‒2358
0968‒25‒3141
293‒1411 
232‒5151
0968‒25‒2101
345‒0600
293‒3003
242‒6480
338‒8960
0968‒25‒2280
349‒2255
243‒1100
248‒1101
340‒2223
0968‒25‒2047
293‒2050
346‒5500
0968‒23‒6111
232‒5818
0968‒38‒2106
248‒9001
0968‒23‒7522
292‒3455
232‒8088
233‒2554

菊池市
菊陽町
菊池市
合志市
合志市
菊陽町
菊池市
菊陽町
菊陽町
菊池市
大津町
菊池市
大津町
菊陽町
菊池市
合志市
大津町
合志市
合志市
菊池市
菊陽町
菊陽町
合志市
菊陽町
菊池市
大津町
合志市
菊池市
菊陽町
菊池市
合志市
菊池市
菊陽町
菊陽町
菊陽町

13日日

日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

20日日

5月のイベントご案内

図書館休館日

さんふれあ休館日

消費生活相談（役場１階相談室、午前10時～午後4時）

さんふれあ・図書館休館日

退
職
祝
い　

府
内
千
富
美 

中　
　

尾

退
職
祝
い　

村
田　

節
子 

熊
本
市

■
そ
の
他（
敬
称
略
）

車
イ
ス　
　
　
　
　

菊
陽
町
商
工
会
女
性
部

以
上
の
と
お
り
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
報
告
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
掲
載
を
承
諾
さ
れ
た
人
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
３
月
受
付
分
）

吉
田　

光
宏　

様　
　
　
　
　
（
熊
本
県
内
）

い
た
だ
き
ま
し
た
寄
附
金
は
、貴
重
な
財
源

と
し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

菊
陽
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
の
灯

　
■
香
典
返
し（
敬
称
略
）

市
口
ノ
リ
子（
故
行
雄
） 

新　
　

町

緒
方　

和
子（
故
健
輔
） 

 

青
葉
台

上
村　

利
則（
故
松
枝
） 

八
久
保

本
田
ト
シ
エ（
故
辰
雄
） 

鉄
砲
小
路

松
本　

年
昭（
故
千　

） 

川
久
保

森　
　

哲
也（
故
カ
ズ
メ
） 

中　
　

代

　
■
に
こ
に
こ
献
金（
敬
称
略
）

退
職
記
念　

犬
童　

康
史 

熊
本
市

退
院
祝
い　

冨
永　

清
次 

下
津
久
礼

退
職
祝
い　

眞
鍋　

清
也 

上
沖
野

退
職
祝
い　

吉
岡　

典
次 

馬　
　

場

退
職
祝
い　

日
野　

直
子 

辛　
　

川

２
／
19

 

21

 

21

 

23

 

25

 

25

 

27

 

29

３
／
１

 

２

 

２

 

２

 

３５

　

５

　

６

　

６

　

７

　

９

　

９

　
　

９

 

10

 

10

 

11

 

12

３
／
14

 

15

 

16

 

16

 

17

 

19

 

19

 

19

 

23

 

24

啓
介

一
史

顕
祐卓悟憲

一
英
雄

加
奈

徳
彦

充
寿

満
雄

祐
美

博
士

俊
太

慶
太

朋
昭功繁

一
幸
一

博
昭

正
教

正
至

祐
輔

祐
貴健

新

山

光
６
町
内

花

立

緑
ヶ
丘

杉
並
台

青
葉
台

駅

前

光
６
町
内

新

山

新

町

光
５
町
内

ひ
ば
り
ヶ
丘

武
５
町
内

緑
ヶ
丘

ひ
ば
り
ヶ
丘

津
久
礼
ヶ
丘

鉄
砲
小
路

入
道
水

武
４
町
内

南
花
立

光
１
町
内

花

立

北
新
山

光
７
町
内

武
６
町
内

松
本
し
い
な

橋
本　
　

寧

毛
利　

奎
心

税
所　

樹
姫

宮
﨑　

奏
汰

波
多
野
心
咲

籾
田　

優
希

谷
本　

春
道

林　
　

美
来

杉
本　

愛
心

ク
ナ
エ
フ
ィ

和
幸

知
広

志
麻

賢
一

浩
之

勝
美

尚
也

英
孝梓

三
里
木

下

原

八
久
保

武
６
町
内

新

町

三
里
木
北

あ
さ
ひ
ヶ
丘

宮
ノ
上

青
葉
台

光
３
町
内

３
／
１１３５９

 

10

 

10

 

12

 

12

 

18

 

23

 

23

 

28

 

30
赤
塚　

敏
廣

緒
方　

健
輔

松
本　

千　

上
村  

松
枝

西
本　

行
雄

内
村　

竹
良

本
田　

辰
雄

本
田
サ
チ
子

日
髙　

孝
二

西
塔　

益
雄

森　

カ
ズ
メ

甲
斐　

孝
子

和
斉　
　

登

吉
岡
コ
ユ
キ

72
歳

82
歳

77
歳

89
歳

84
歳

88
歳

84
歳

82
歳

83
歳

89
歳

94
歳

51
歳

63
歳

88
歳

三
里
木

青
葉
台

川
久
保

八
久
保

中

代

中

代

鉄
砲
小
路

井

口

新

町

新

町

中

代

上
津
久
礼

花

立

上
津
久
礼

ご
出
生
お
め
で
と
う（
3
月
届
出
分
）

お
め
で
た

お
く
や
み

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す（
3
月
届
出
分
）

ご
芳
名

ご
逝
去

年
齢

行
政
区

赤
ち
ゃ
ん

届
出
人

行
政
区

出
生
日

ね
い

け
い
し
ん

た
つ
き

か
な
た

み
さ
き

ゆ
う
き

は
る
み
ち

み　

く

あ　

こ

　

巻　

優
任

大
羽　

美
咲

長
山　

真
大

才
川　
　

隼

橋
本　

理
央

箕
輪　

愛
里

板
楠　
　

颯

中
村　

紗
希

西
村　

百
世

新
垣　

皓
祥

伊
藤
あ
か
り

坂
本　

心
音

岡
本　

悠
汰

河
津　

桜
大

藤
原　

涼
聖

熊
谷　

海
音

中
尾　

心
花

井
手　

蓮
太

中
村　

斗
真

古
城　

藍
琉

山
下　

大
翔

桟
原　
　

琴

益
田　

明
奈

吉
井　

貴
一

工
藤　

壮
介

ま
さ
と

み
さ
き

ま
ひ
ろ

は
や
と

り　

お

あ
い
り

は
や
て

さ　

き

も
も
よ

ひ
ろ
ゆ
き

こ
こ
ね

ゆ
う
た

お
う
た

り
ょ
う
せ
い

か
い
と

こ
こ
な

れ
ん
た

と
う
ま

あ
い
る

ひ
ろ
とこ

と

め
い
な

き
い
ち

そ
う
す
け

菊池こどもクリニック
仁誠会クリニック大津
川口病院
むさし眼科クリニック
いけざわこどもクリニック
仁誠会クリニック光の森
後藤整形外科医院
たに耳鼻咽喉科アレルギー科
光の森調剤薬局
西山医院
あらいクリニック
菊池中央病院
古賀眼科
てらしま小児科医院
菊池郡市医師会立病院
山下胃腸科クリニック
いしはら皮ふ科クリニック
あくね歯科医院
まつもとこどもクリニック
古田医院
かとう整形外科光の森
ちとせ眼科
三隅歯科医院
あきよし調剤薬局むさし店
宮本内科クリニック
しばた内科クリニック
柴田整形外科
まつもと耳鼻咽喉科医院
石川歯科医院
清原医院
山岡胃腸科内科
杜の里かねこクリニック
堀田眼科
いちかわ歯科クリニック
はやし調剤薬局

27日日

７日：加工班試食会(9:00～)　
11・25日：さん彩感謝デー(1，200円以上お買い
上げの人に野菜１品プレゼント)
※なくなり次第終了。
※毎週金曜日は肉と豆腐の特売日。

直売所

３日：回数券デー（回数券＋１枚サービス）
10日：レディースデー(女性半額)
17日：さんさんデー
　　 (半額・回数券＋１枚サービス)
24日：メンズデー(男性半額)
31日：回数券デー（回数券＋１枚サービス）

温泉

※毎週月曜日　さんふれあポイントカードポイント２倍

  5日土 こどもの日プレゼント（小学生まで温泉入浴料無料）
  7日月 9:00～　 加工班試食会
　　　 生産者加工班試食会で、さんふれあから「にんじん
　　　 料理」を出品します。ぜひお越しください。
  9日水 13:00～　押し花体験教室
16日水 13:00～　押し花体験教室
16日水～31日木 第４回富士フイルム九州さくら祭り
　　　　　　　　スケッチ＆フォトコンテスト作品展
　　　　　　　 （19日土11:00～表彰式）
20日日 9:00～15:00　さんふれあ春の感謝祭
23日水 12:30～　さんふれあ舞の会
26日土 17:00～　第10回ふれあ館コンサート

3日木
憲法記念日

4日金
みどりの日

5日土
こどもの日

6日日

５月の休館日

月５月５

消費生活相談（役場１階相談室、午前10時～午後4時）
夜間納税相談（税務課）午後9時まで

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

消費生活相談（役場１階相談室、午前10時～午後4時）

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

消費生活相談（役場１階相談室、午前10時～午後4時）

日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

消費生活相談（役場１階相談室、午前10時～午後4時）

日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

日曜窓口開庁（町民課）午前9時～午後1時（証明書発行のみ）

さんふれあ・図書館休館日

月５

図書館休館日

8・15・22・29

ゴールデンウィークは、1日（火）も休まず営業します

図書館休館日さんふれあ休館日

さんふれあ休館日 図書館休館日

図書館特別整理期間による休館

図書館特別整理期間による休館

ふ
る
さ
と
菊
陽
応
援
寄
附
金
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